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第一章












　午後十一時過ぎの深夜のマンションの廊下に尖ったヒールの音が響き渡る。






　宮田みやた琴子ことこはたった今、恋人の航わたるの部屋で目撃した光景に酷くショックを受け、ふつふつと込み上げる怒りに震える唇をぎゅっと噛み締めている。マンションのエレベーターのボタンをこれでもかと力一杯連打し、やがてやって来たエレベーターに乗り込むと、胸の辺りまで伸びた髪をかき上げ、大きく息を吐いてから目を閉じた。






　梅雨明けしたばかりの蒸し暑い七月の夜。

　航とは前もって会う約束をしていたわけではなかった。

　今夜は仕事の接待があり、利用した食事処からたまたま彼のマンションが近かった。

　最近はお互いの仕事が忙しくてすれ違いだったことや、以前から「話がある」と言われていたこともあり、琴子は突然会いに行って驚かせようと恋人の部屋を訪れた。

　預かっていた合鍵を使って入った彼の部屋の玄関に、彼の靴と寄り添うように可愛らしく趣味のいいパンプスがひとつ並んでいたのを見た瞬間、琴子の中の眠っていた女の勘が働いた。

　息を殺し部屋の中の様子を窺った琴子の耳に響いたのは、彼が寝室として使っている部屋から漏れる男女の淫らな声だった。

　想像もしていなかった出来事に、琴子は驚きのあまり慌てて彼の部屋を出た。

　合鍵でご丁寧にもと通り鍵を掛け、その鍵をそっと郵便受けに落とした。

　あまりの衝撃に言葉も出なかった。

　こんな陳腐なドラマみたいな出来事が、現実に自分の身に起こるなんて──。






　　　＊＊＊






　翌日、何事もなかったように出社した琴子はプライベートで何が起ころうと、仕事は案外普段通りにできるものだと知った。むしろ、仕事があってありがたかった。余計なことを思い出さずに済む。

　琴子は小さく息を吐いて気持ちを切り替えると、自分のデスクの斜め向かいに座る後輩に声を掛けた。

「長谷川はせがわくん。山野井やまのい中学校の同窓会の案件、どこまで進んでる？」

「今日の夕方、幹事と打ち合わせ予定なんで、また進捗報告します」

「そ。了解」

　琴子は市内のシティホテルに勤務し、二十九歳で営業部の主任という立場にある。

　大学を卒業してすぐ二十二で今の仕事に就いて早七年。そこそこ経験を積んだものの大した出世もできない中間管理職。上司と後輩の板挟みにあい、面倒な仕事も多い微妙なポジションだが、案外それも悪くないと思っている。

　昔から人と話すことが好きで、営業という仕事も自分に合っていると思っている。

　だからこそ続けてこられたし、好きな仕事だからこそ手も抜かない。

　男性が大半を占める営業で、彼らに負けないように細やかな気配りと対応力を武器に女ながらに必死で頑張って来た。

　ただ、仕事に一生懸命になるあまり、少し……いや、かなり？　恋人との時間より仕事を優先してきた自覚はある。

　思い起こせばいつもそうだった。そして、今回もまた。人はなぜ同じことを繰り返すのか。

『琴子は強いよな。俺なんかいなくても平気だろ？』

　付き合った男たちは皆そう言って琴子から離れて行った。

　女が好きな仕事に燃えちゃダメ？　自分磨きや恋人と過ごす時間より、仕事を優先したらダメなの？

　べつに強いわけじゃない。社会人として、一人前の大人として課された仕事に精を出して来ただけのことだ。

　琴子は今年三十になる。

　恋人の航は今年三十三で、付き合ってもう二年。お互い適齢期で、もちろん将来のことも視野に入れていた。

　だから彼に「話がある」と言われた時、琴子は少し舞い上がっていた。もしかして……と期待に胸を膨らませ、彼との将来の生活を思い描いたりもした。

　けれど、実際に琴子が目撃したのは、あの浮気現場。

　目を閉じると思い出すのは、寝室から聞こえる聞き慣れた彼の甘い声と、知らない女の喘ぎ声。琴子はふるふると頭を振り、両手で頬を軽く叩いてみた。

　ふと時計を見ると、正午を少し過ぎている。気付けば内勤の社員たちは、すでにお昼休憩に入っているようで席に姿がない。残っているのは後輩の長谷川だけだった。

「長谷川くん、今日お昼は？」

「俺は今日社食っす。宮田さんは？」

「あ、うん。私もだけど」

「じゃあ、そろそろ行きます？　あまり遅くなると混むんで」

　そう言った長谷川がパソコンの画面を閉じて席を立った。






　社員食堂の扉を開けると、すでに事務所のスタッフや宴会場の厨房スタッフでごった返していた。

　本日の社員食堂のメニューは定番のカレーだ。食堂に入る手前から食欲を刺激するいい匂いが立ち込めていた。琴子がちょうど空いていた窓際の席を二人分キープすると、長谷川がグラスに注いだ水を持って来てテーブルに置いた。

　二人揃って両手を合わせ、食事を始める。

「食堂のカレー、結構うまいっすよね」

　そう言った長谷川がお皿に山盛りのカレーをスプーンで掬い上げては、猛烈な勢いで口に運んでいる。

　彼は長谷川雅人まさと。琴子の後輩で二十三歳。

　愛想がよく、人懐っこい性格がまさに営業向き。刈り上げマッシュに緩くパーマの掛かった流行りの髪型に整った顔立ち。派手ではないがあっさりとした塩顔イケメンだ。

　彼が新人として営業部に配属された頃、教育係を任されていたのが琴子で、仕事上の付き合いはもう二年を過ぎた。

「宮田さん、どうしたんすか？　食わないんすか？」

「──ああ、うん。なんか、今日あんまり食欲がなくてね」

「夏バテっすか？　最近、急に暑くなりましたしね。ダメですよ、ちゃんと食べないと。三十路になると体力落ちるって言いますからね」

　そう言った長谷川がにっと微笑んだ。

「……ババァ扱いして。私、まだ二十九」

　琴子が小さく睨みつけると、彼が両肩を持ち上げてアハハと軽く笑った。

　少しふてぶてしいと感じる口調の彼だが、不思議と得なキャラで、多少失礼なことを言われてもそこまで腹が立つことがない。

　屈託ない笑顔を見せる彼には、人の心を和ませる天性の素質がある気がする。

　付き合いが長いからというのもあるが、彼は客観的に見れば、実に礼儀正しい好青年だというのに、なぜか琴子に対しては塩対応というか、辛辣なところがある。

　なめられているのか、気兼ねなく接することが出来る先輩と思われているのかは分からないが、ちょっと生意気なところも不思議と笑って許せてしまうのだ。

「そーいえば、来週課長が飲みに行こうって言ってましたよ。ほら、例の大きな案件取れたお祝いにって」

「ふぅん。課長、好きだよね。そういうの」

　琴子がカレーを口に運びながら気のない返事を返すと、長谷川が口角を上げた。

「俺も嫌いじゃないっすけどね」

「長谷川くんは、ただ飲みたいだけでしょ」

　呆れたように長谷川を見つめると、彼は「まー、そうとも言いますが」と白い歯を見せてにっと笑った。

「私は飽き飽きだなぁ。それでなくても接待で飲む機会多いのに……昨日だってさぁ」

「あ、満井みつい工業さんの創立記念パーティーどうなったんすか」

「もちろん取ったわよ。ついでに今年の忘・新年会もうちでやってもらうことになった。接待費だってかかってんのよ、ただで返すか！」

「はは。さすが、主任！　でも意外っすね。宮田さん接待の席はずしたりしないし、飲みの席は好んで参加してるのかと思ってました」

「まぁ、嫌いではないけど……接待も仕事のうちだからね。つーか、サラッと主任呼びやめなさいよ。柄じゃないから嫌だって言ってるでしょ」

　少し無理をして仕事を優先し、恋人との約束を後回しにした結果がいまの自分だ。

　言うなれば自業自得というやつ。この歳になれば、ここぞという時を見極めることも大事だというのに、琴子はその見極め時に気付かなかった。

　そんなことを思い出していたら、鼻の奥がツンとした。琴子は気を抜くと滲みそうになる涙を気合いと目を瞬かせることで必死に押し留めた。

　──こんなところで、泣けるわけない。

「どうしたんすか？　目にゴミでも入ったんですか」

　そう長谷川に訊ねられてギクリとする。微かに滲んだ涙に気付かれたのだろうか。琴子は頭をフル回転させて上手い言い訳を考える。

「……なんか。今日のカレー、いつもより辛くない？」

　手のひらで顔をぱたぱたと仰いで水を飲み、その場を上手く誤魔化した。

「そうっすか？　いつもこんなもんですよ」

　本音を言えば、悲しくないわけじゃない。ショックを受けていないわけでもない。

　信じていた恋人の裏切りを知り、やるせない想いを抱え、心が張り裂けそうになっている。

　感情の波というものは、自分では上手くコントロールできない。一人のときには泣きたくても泣けないのに、どうしてこんなところで涙が出そうになるのだろう？






　それから数日後、琴子のもとに恋人の航から連絡があった。

【この間、うちに来てたんだな。鍵は受け取った。改めて話がある。会えないか？】

　仕事の合間に受信した彼からの用件のみの短いＳＮＳのメッセージ。

　琴子はもう分かっているし、期待もしていない。彼が自分に何を言おうとしているかなんて、想像がついてしまう。

【仕事が忙しくて会うのは無理そう。電話でもいい？　仕事終わったら連絡する】

　こちらも用件のみの短いメッセージを送って、終業時間を待つことにした。

　会えないと言ったのは、結論を引き延ばそうとしているわけではない。ただ、彼の目を見て、声を聞いて別れの言葉を聞く勇気がないだけだ。

　琴子自身にも非がないわけじゃない。仕事にかまけて彼の心を見ようとしなかった。

　航が不満を抱えていたことに全く気付いていないわけではなかった。仕事を理由に会えないことを伝えると、彼が不満を零したことが何度かあった。

　もちろん琴子だって彼に会いたくないわけじゃない。ただ、そんな時に限ってどうしても外せない案件を抱えてしまい、結局、琴子は恋人を優先にすることができなかった。

　だから、彼の心が他の女性に動いたとしても文句を言えるような立場にはない。

　自分にそういうつもりはなくとも、結果として相手をないがしろにすれば、同じようにないがしろにされるのは当然のことだ。

『ごめん、琴子。好きな人が出来た。彼女はおまえと違って俺だけを見てくれる──』

　琴子は電話越しの彼の言葉を黙って聞いていた。

　少し前まで自分のものだった彼の優しい声が、やけに遠くに聞こえた。

　彼のことは好きだったが、どうにかして奪い返したい気持ちは起こらなかった。航は琴子より年上だが、とても寂しがり屋なところがある。彼にはきっと、何よりも彼を優先してくれるような可愛いらしい女の子のほうがお似合いなのだ。

　航との電話を終えたあと、琴子は一人暮らしのマンションのフローリングの床の上に力なく座り込んだ。

　真っ暗な部屋の中、カーテンの隙間から漏れる月明かりがやけに眩しく感じられる。

　いまなら、泣ける。泣いてもいい。なのに、胸が痛いばかりで涙が流れて来ないのは一体どうしてだろう。

















第二章












　その翌週の金曜の終業後、課長を筆頭にお決まりの営業部のメンバーで飲み会があった。営業部お馴染みのいつもの居酒屋を出た琴子はほろ酔い気分だった。

　飲み会自体はいまのご時世、強制と言うわけではないし、参加は自由なのだが、いまだ失恋の傷が癒えない琴子は一人マンションの部屋に帰るのが寂しくて、今夜の飲み会に参加した。職場の人間関係は良好で、気心の知れた仲間と飲むのも気晴らしになると考えたからだ。

「それじゃ、お疲れ様です！」

　飲み会のあと居酒屋の前で、琴子は今夜の飲み会の参加メンバーと挨拶を交わした。

　週末ということもあり、このあとカラオケに向かうという若いメンバーや、家族が迎えに来て帰って行く同僚たちを笑顔で見送って、琴子は駅の方角へと歩き出した。

　ここのところ、昼間は毎日のように最高気温を更新し、真夏日が続いている。

　日が落ちて随分経つのに、時折吹く風も昼間の熱を引き摺ずったままで、少し歩いただけでも汗が滲む。湿度も高く、長い髪が頬に張り付く。

　今夜は同僚とお喋りをしながら、結構な量の酒を飲んだ。普段より少し飲み過ぎてしまったのか、足元が少しふらふらする。
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　──ちょっと飲みすぎたかなぁ。面倒だし、タクシーでも拾うか。

　そう思った時、後ろから誰かが駆け寄って来る足音が聞こえて振り向くと、追いかけて来たのは長谷川だった。走ってきたせいか、額にうっすら汗が滲んでいる。

「宮田さん、駅までですか？」

「あー、うん。ここじゃタクシーつかまりそうにないから、大通りまで出ようと思って」

　少しふらついた足取りの琴子の腕を、長谷川がふいに掴んだ。

「ちょっと。その千鳥足、大丈夫なんすか？　つうか、珍しくないです？　宮田さんが足がふらつくまで飲むなんて……」

　そう言った長谷川が、小首を傾げながら琴子の顔を見つめた。

「はは、確かに。今日は接待じゃないしね。ほら、たまにあるじゃん？　ガッツリ飲みたい気分のときって」

　失恋のダメージを修復しきれていないせいで、飲み始めると勢いづいてしまうことがある。納得して別れたはずなのに、自分がこんなにもダメージを受けていた事実に驚いているくらいだ。

「あ。ねぇ、長谷川。まだ飲めるでしょ。うちで飲み直さない？」

　少しおどけて長谷川に訊ねると、彼は小さな溜息をついて苦笑いを返した。仕事中は〝長谷川くん〟と呼んでいるが、プライベートでは呼び捨てだ。

「なんすか、それ。パワハラっすか」

「……ほんと失礼ね」

　彼の言葉に眉間に皺を寄せた。ちょっと部屋飲みに誘ったくらいで、セクハラとかパワハラとか言われたらたまったものではない。

「そんなふうに言われるんだったらいいわよ。べつに無理に誘ってるわけじゃないし……。ちょっと飲み足りないから、長谷川がよければ付き合ってもらおうかなって思っただけなのに」

　拗ねるように口を尖らせると、長谷川が片眉をあげてハイハイと適当な返事をした。

「べつに付き合うのは構いませんけど。万が一潰れたら泊めてくれます？」

「──いいよ。うちのリビングのソファ、ベッドにもなるし」

　さらりと『泊めて』と言われたことを、琴子はさほど気にも留めずに軽く流した。

　──だって、ねぇ？　相手が長谷川なら、安心、安全！

　六つも年の離れた弟みたいな後輩を今更男として意識するはずもないし、もちろん向こうも同様だろう。第一、そんなことを想像するだけで若い長谷川に失礼だ。

「宮田さん家、ビールあります？」

「あるよ？　あと、ワインもいいのある！　あ、長谷川はお子様だからワインとか飲まないか？」

「つか、俺、もうすぐ二十四ですけど」

　彼が呆れたようにこちらを見つめている。

「私からしたらお子様だよ。私がハタチのとき、きみまだ中学生じゃない」

　少し歩いてアルコールが回ったのか、頭がふわふわして少し酔っていると自覚する。

「宮田さん、ちょっとそこにいてくださいよ」

　そう言って長谷川は歩道ギリギリのところまで駆け出ると、大きく手を振って、いとも簡単に空車のタクシーを捕まえた。

　タクシーが道路の端に停車すると、長谷川が琴子を先に後部座席に促し、彼もそのあとに乗り込んだ。

　道が空いていたこともありタクシーはあっという間に琴子のマンションに到着した。
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「ビールでいいんだよね？」

　琴子がキッチンから声を掛けると、長谷川はスーツのジャケットを脱いでリビングのソファの背もたれに引っかけた。

「あ、ハンガーあるよ。皺になるからジャケット掛けておこうか」

　琴子がリビングに移動して彼のジャケットを手に取ると、彼が「ああ、すみません」と言いながらゆっくりとソファに座った。

「なんか……前に来た時と部屋の雰囲気違いません？　こんなんでしたっけ？」

　長谷川が琴子のマンションに来るのはこれが初めてではない。

　仲のいい営業部のメンバーで食事をした帰りに、数人で琴子の部屋で飲み直したことが過去に何度かあり、そのメンバーの中に長谷川もいた。

「よく気付いたね。たまに模様替えするんだ。ほら、気分変えたいときってあるじゃない？」

　琴子が部屋の模様替えをしたのは先週末のことだ。

　まさに気分を変えたくて、模様替えのついでに部屋にあった元恋人の私物もすべて処分した。

「とりあえず、飲もう！　あ、このワイン開けてみる？　もらい物なんだけどー、結構いいワインらしいんだよね」

　そう言いながら、慣れた手つきでソムリエナイフを使ってワインを開けた。

「宮田さん……なんか妙に手馴れてますね」

「あ、長谷川知らなかったかな？　私、入社して一年目はレストラン課にいたのよ。張り切ってバンバンワイン開けてたから、いわゆる昔取った杵柄きねづか的な？」

「へぇ、それは初耳っすね」

　たった今開けたワインは、航が去年の琴子の誕生日に買ってくれたワインだった。捨てることも考えたがワインに罪はない。いつか二人で飲もうと約束していたが、別れた今となってはこんなもの大事にとっておいたところで何の意味もない。

　キッチンに行ってグラスを取って来た琴子は、早速グラスにワインを注ぎ込む。素敵なワイングラスではなく、ごく普通のタンブラーなのが微妙だが仕方ない。

「俺も少し味見していいですか？」

「もちろん！」

　もう一つのグラスに勢いよくワインを注ぐと、長谷川が手のひらを広げてストップを掛けた。

「あ、そのぐらいで十分っす。俺、ワインはあまり得意じゃないんで」

　そういえば、明後日は航の誕生日だ。もし何事もなく付き合いが続いていれば、このワインを二人で一緒に飲んでいたかもしれない──なんてことを想像していたら、性懲りもなく涙が滲んできた。

　それを長谷川に悟られないように少し俯くと、彼が「どうかしました？」と心配そうに声を掛けてきた。

　元カレのことは、思い出さないようにしたいのに、積み重なった思い出はそう簡単には消えてくれない。

「あー、ごめんごめん。ちょっとコンタクトずれたっぽい。もう大丈夫！　とりあえず乾杯しようよ、ね？」

　そう誤魔化しながらグラスを持ち上げると、長谷川は、乾杯はビールの気分なのか、ワインの入ったグラスを放置したまま缶ビールのプルタブを開け、琴子のグラスにそっと缶をぶつけた。

「──なんか、あったんすか？」

　ビールを一口飲んだ長谷川が、静かに訊ねた。

「宮田さん、ここ最近様子が変ですよ」

　そう指摘され、琴子は長谷川を見つめた。琴子に関心などなさそうな顔をして、彼は意外と人をよく見ている。

「仕事は普通に順調そうですし、プライベートでなにかあったとか？」

　琴子は無言を貫いた。

　平静を装ったつもりなのに、微かに動いてしまった眉を長谷川に気付かれてしまった。

「ああ。彼氏となにかあったとか──？」

　興味津々といったふうの意地悪な表情を見せる彼は、まったくもって悪趣味だなと思う。

　琴子はグラスの中のワインを長谷川の前で一気に飲み干してから、口元を拭うと同時に息を吐いた。

「……まぁ、そんなとこね！　実は私、この間、彼の浮気現場を目撃しちゃったんだよね。ビックリしたわよー？　彼氏ん家に行ったら、玄関に知らない女物の靴があってさ。しかも二人はエッチの真っ最中！　こんなドラマみたいな悲惨なこと、現実に起こるんだーって……」

　そうまくしたてるみたいに一気に話して、自虐気味に笑った。

「で？　そのあとどうしたんすか？　乗り込んで修羅場とか？」

「まさかぁ……。そうできたらよかったのかもしれないけど、怒鳴り込む度胸もなくてさ。見つからないようにコソコソ帰って来た」

　そう力なく笑って、大きく息を吐いた。

「それでヘコんでるんですか？」

「悪い？　私も今年三十じゃん？　結婚とかそれなりに考えたりした相手だし？　……でも、キッパリ言われちゃったんだよね。好きな女がいるって。まぁ、それが部屋にいた女の子なんだろうけど。玄関に脱いであった靴、すごく可愛かったのよ。彼女、若そうな感じだったなーぁ」

　琴子はワインのボトルを持って、再びグラスをなみなみと満たす。

「まぁ、しょうがないよね。気持ちが離れたら」

　そんな自分の姿を長谷川がなんとも言えない表情で見つめているのが分かった。

「宮田さん」

　長谷川が手にしたビールの缶がパキッと小さな音を立てた。

「んー？」

「酷い顔になってますよ」

　彼に言われて、琴子は髪をかき上げる仕草をしてから俯いて顔を隠した。

「──いいよ。もともと酷い顔だし」

　不貞腐れたように言葉を返すと、長谷川は手にしたビールの缶をテーブルの上に置いた。

「そういう意味じゃないです。酷いってのは、表情。いまにも泣きそうじゃないすか」

　そう指摘されて、琴子は慌てて両手で顔を覆った。

「つらいなら、泣けばいいじゃないすか。俺、やたらピーピーギャーギャー泣く女は苦手ですけど、宮田さんの泣き顔なんて結構レアだと思うんすよ」

「……レアって。人を天然記念物みたいに」

　一人では泣けないのに、誰かが傍にいるとどうして涙腺が緩んでしまうのだろうか。

「な、泣かないわよ。これくらいのことで……」

　涙を押しとどめて長谷川を見つめると、彼が眉を下げて大きく息を吐いた。そのまま長い腕を伸ばし、琴子の頭にそっと触れる。ほんの一瞬身構えた琴子を気にするふうでもなく、その手のひらで琴子の頭をそっと撫でた。まるで小さな子供の頭を撫でるように優しく。

　長谷川の手は意外に大きくて温かかった。人の体温は時として厄介だ。思いのほか、弱った心と身体に沁みていく──。

「私、なにがダメだったのかな。確かにね、仕事が忙しくて彼と会うことより仕事を優先したこともあった。でも、彼のことないがしろにしてたわけじゃなくて、私なりに大切に思ってたの。会う頻度が減って、セックスの回数も減ると……いつの間にか、男と女じゃなくなっちゃうのかな？」

　彼にとっていつから自分が〝女〟ではなくなっていたのだろう。

「ねぇ、私。もう、女として終わってるかな？」

　そう訊ねながら、天井を見つめて涙が零れないように右手で両目を覆う。

「いや……終わってはないでしょ」

　ぼそりと答えた長谷川の手が、ゆっくりと離れて行く。

「まぁ、もとが綺麗なんだからもう少し素材生かした方がいいかなぁとは思いますけどね……」

「あは──それ、褒められてるの？　貶けなされてるの？」

「どっちもです」

　彼の忖度のない言葉に小さく笑うと、目から零れた涙がゆっくりと頬を伝った。

　それに気付いたのか、気付かなかったのか。長谷川がテーブルの上の缶を手に取り、残ったビールを一気に飲み干した。

「じゃあさ……長谷川は私とエッチできる？　私が〝女〟として終わってないって言うんなら、エッチしてみてよ。こう見えて、結構弱ってるんだよね。抱いて、慰めてくれない──？」

　渇いた自分自身の声が、静かな部屋に響いた。

　本当に彼にそんなことを望んでいたわけではなかった。普段から遠慮のない長谷川に、自分の情けなさを笑い飛ばして欲しかった。いつもの彼なら「いや、無理っしょ！」とか言って思いきり毒づいて笑ってくれる気がしたのだ。

　琴子はソファにもたれたまま目元を隠しているため、長谷川の表情は見えない。

　沈黙が怖くなって、口を開いた。

「──なんて、ね！　冗談よ、冗談！　長谷川からしたら私みたいなオバサン嫌だよね。それこそ本気でセクハラって訴えられちゃう。ごめん、ごめん！　ほんと冗談だから！」

　顔を覆っていた手をどけておどけたように自虐的に笑うと、長谷川が琴子の腕を強く掴んだ。その力強さに驚いて反射的に身体を起こすと、長谷川は笑ってはいなかった。それどころか、見たこともないような怖い顔でこちらを見つめている。

　正直、戸惑った。

　いつものように「なんすか、それ。マジ訴えますよ」って毒づいてくれると思っていたのに。こんなにも怖い彼の表情を見るのは初めてのことだった。

「冗談でも、言っていいことと悪いことがあります」

　そう言った長谷川が立ち上がって、ハンガーに掛かったジャケットを掴むとそれをひらりと羽織った。

　その瞬間、琴子は彼にとんでもないことを言ってしまったのだと悟る。

「……ご、ごめん、長谷川っ！」

　琴子はとっさに彼を追い掛けて、彼のジャケットの袖口を掴んだ。

　親しき仲にも礼儀あり。いくら気心が知れてるからといって、いくら弟みたいな後輩だからって、何を言っても許されるわけじゃない。もし、自分が逆の立場だったなら「ふざけんな」って、彼に平手くらいかましていたかもしれない。それくらい失礼なことを言ってしまったのだと気付いた。

「本当にごめん……冗談が過ぎた」

　俯いて蚊の鳴くような声で謝ると、長谷川は大きな溜息をついてから彼の袖口を掴んだ琴子の手をそっと払った。

　彼の小さな拒絶に胸がぎゅっと締め付けられるように痛くなる。

「宮田さん、そういうこと他の男にも言ってるんですか？　もしそうなら軽蔑します」

「……い、言うわけない！　ごめんなさい、相手が長谷川だから……なに言ったって怒らないって甘えてたかもしれない。そんなに怒らないで……」

「怒りもしますよ。酔った勢いで言うようなことじゃないでしょ」

　そう答えた長谷川が、ソファの横に置いてあった荷物をまとめて部屋を出て行った。

　玄関のドアが閉まる音を最後に、部屋の中が急に音を失った。

　琴子は唇をきゅっと噛み締めて、へなへなとその場に座り込んだまま自己嫌悪に陥る。

　堪えていた涙が一気に溢れた。

　──最低だ。いくら気心が知れているからって、大事な後輩にあんなこと言って傷つけてしまうなんて。

















第三章












　週明け、出社した琴子に長谷川はいつもと変わらない態度で接してくれた──といっても、それはいわゆる業務上差し障りのない最低限のマナーという態度だった。

　もともと長谷川は後輩としては優秀で、彼が独り立ちしてから彼が受け持った案件について琴子が口出しする必要はほとんどなかった。

　もちろん琴子にアドバイスを求めてくることもあるが、それは何も琴子でなければならないということもない。

　あれから数日が過ぎ、これまで長谷川とよく話をしていたのは、彼のほうがいつも自分に話し掛けてくれていたからなのだということを知った。

　昼休憩を終えた長谷川がデスクに戻って来ると、

「猪俣いのまたコーポレーションさんとの打ち合わせ行ってきます」

　と言って、すぐに荷物を持って事務所を出て行ってしまった。

　そんな長谷川の姿を横目で見ていた琴子の二つ下の後輩の中田なかたが呟いた。

「長谷川くん、最近なんだかすごく忙しそうですね。そういえば、この頃『宮田さん。宮田さん！』って絡んで来ませんよね？」

「ああ……うん。彼、いま結構な案件抱えてて忙しいから」

「それにしたって。いままで、隙があれば宮田さんのとこ来てたのに」

「……そんなことないでしょ」

　普段から一緒に仕事をしているスタッフからもそんなふうに見えていたのかと、改めてその実情を知る。

　──最近、全然長谷川と話せてないや。

　彼の生意気な毒舌も、ないとなるとなんだか寂しい。言われた時はちょっとカチンと来ることもあるが、あの〝カチン〟と〝まぁいいか〟の絶妙なバランスのイジりが、案外嫌いじゃなかったんだと気が付いた。

　あの夜のことには、もう触れないほうがいいのだろうか。

　琴子としては、もう一度ちゃんと謝りたいと思っている。

　ただ、彼があえて琴子と少し距離を取ることで、その他のことに関してはこれまで通りにしてくれているのだとしたら、その気遣いに頭が下がる。

　イマドキで、飄々としていて。上司である琴子に対して全く物怖じしないどころか、ふてぶてしさすらある。

　でも、入社当時から傍で長谷川のことを見て来たからこそ分かる。彼は、気遣いだけは、誰よりも大人だ。

「宮田主任。三番に山椒堂さんしょうどうさんからお電話でーす」

「あ、はい」

　琴子は自分のデスクに戻り電話に出た。

「いつもお世話になっております。──ええ、先日おっしゃってた研修会の件ですよね。はい、大丈夫です。でしたら、夕方そちらにお伺いしますね。はい、ええ。では、失礼いたします──」

　失恋しようが、後輩と微妙な雰囲気になろうが、時は止まってくれない。こなさなければいけない仕事は山積みだ。
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　琴子がラウンジでの打ち合わせを終え、お客様を見送ってロビーに戻ると、ちょうど階段で二階にある宴会場から下りて来た長谷川と顔を合わせた。

「宮田さん、ちょうどよかった。会場一緒に見てもらいたいんですけど、いま大丈夫ですか？」

「いいけど。どうした？」

「人数が微妙で、会場を飛鳥あすかにするか孔雀くじゃくにするかっていうのとテーブル席の配置に悩んでて」

　という相談を受け、たったいま階段を下りて来た長谷川とともに、再び階段を上り二階の宴会場へ向かった。彼のほうから話し掛けて来るのは本当に久しぶりだ。

　午後の宴会を終え、明日の宴会のスタンバイをしている宴会スタッフたちと挨拶を交わし、まずは目的の宴会場のひとつである飛鳥へ向かう。

　琴子はちょうど隣の桃山ももやまの会場で昼の宴会の後片付けをしていたスタッフに声を掛けた。

「山田やまださーん。お疲れさまです。ちょっと飛鳥と孔雀、見せてもらってもいいですか？」

「どうぞどうぞ。今日、使ってないんでご自由に」

「ありがとうございます」

　お礼を言い、飛鳥の扉を開いて会場に入ると、長谷川がすぐに本題に入った。

「再来週のＧＳサウンドさんの講習会なんですけど、人数五十人程度。昼には弁当手配もあります」

「今回は五十人かぁ……ギリイケる数だけど、お弁当の手配があるとサイドテーブルもいるよね。配膳入るとなると動線も広いほうが安全だし、ひとまわり大きい孔雀のほうが無難じゃないかな。会場は両方押さえてある？」

「あ、はい。その日は平安へいあんが通しで埋まってるだけなんで」

「じゃあ、孔雀で行こうか。会場費の差額だけは伝えておいて」

「分かりました」

　そう返事をすると、長谷川がすぐに宴会場を出ようとしたので、琴子は「待って！」と慌てて彼を呼び止めた。

「なんですか」

「ちょっと待って──。この間の夜のこと、もう一度ちゃんと謝らせて欲しい」

「この間？　ああ。べつに、怒ってないですよ」

　長谷川が表情を変えずに答えた。

「じゃあ……なんで避けるの。私のことあからさまに避けてるよね？」

「べつに。上司と部下の距離感なんて、普通こんなもんじゃないんですか」

「そう……かも、だけど。なんか、調子狂うのよ。長谷川の毒舌が聞けないと」

　確かに、距離感的にはいまぐらいが自然なのかもしれないが、彼が入社してからずっと彼にイジり倒されて来た身としては、最近の距離感に物足りなさを感じてしまっている。

　あんなことを言って彼を嫌な気分にさせておいて、虫がいいと思われるかもしれないが、琴子は長谷川の遠慮のない物言いが気に入っている。

　琴子の言葉に、長谷川が少し意地悪く笑った。

「なんすか、それ。まるで俺に構ってほしいって言ってるみたいに聞こえますけど？」

「べつに……そういうわけじゃ。ただ、きみがズケズケ言ってこないと、なんか物足りないっていうか」

　構って欲しいとか、そういうことじゃなく、長谷川には変な遠慮をして欲しくないだけだ。

「……寂しいってこと？」

「──う、ん？　寂しいっていうか、なんかモヤモヤするの。いままで鬱陶しいくらい傍にいてイジり倒して来たくせに、急にさぁ……」

「鬱陶しいと思ってたんなら、清々したんじゃ？」

「だからっ、それは言葉のアヤでっ……」

「じゃあ、どうして欲しいんすか」

「普通にしててよ。いままでみたいに！　長谷川がいままで通りにしてくれるんだったら、私なんだってするから」

　琴子がそう言うと、長谷川は少し驚いた顔をしてから、何かを思いついたようにニヤリと笑った。

「いま。なんでもするって言いました？」

「……私にできることなら、よ？　いますぐ何千万用意しろ！　とか言われてもさすがに無理だからね!?」

「はは。言いませんよ、そんなこと。まぁ、して欲しいことはありますけど、宮田さんにできるかどうか……」

「言ってみてよ。言ってもらわなきゃ、できるかどうか分からないもの」

「本当にいいんですか？　俺、性格悪いんで、かなり無理難題を言うかもしれないですよ」

　確かにこのふてぶてしい長谷川のことだ。実際、何を言われるか分からないと思ったが、彼とこの先も仕事をしていくうえでこんな微妙な距離感のままはどうしても嫌だと思った。

「いいわよ、言ってみて！」

　琴子が覚悟を決めて言うと、長谷川がなぜか宴会場の扉を閉めて扉の前で琴子を振り返った。

「……じゃあ。ここで、俺にキスできます？」

　予想もしなかった長谷川の言葉に、琴子は一瞬耳を疑った。

「──は？　いま、なんて？」

「俺にキスできるか、って聞いたんです。セクハラとか言わないでくださいよ。先にそういう発言したの宮田さんのほうなんで」

「いや……それは確かにそうなんだけど。私がキスすることで、なにか長谷川にメリットあるのかなって」

「ありますよ。普通に考えたらあり得ない要求を宮田さんが聞いてくれたら、俺のことを部下としてどれだけ大事に思っているかっていう判断基準になるでしょう」

「いや、でもね？　むしろ、きみにとっては罰ゲームじゃないの？」

　琴子が訊ねると、長谷川は小さく息を吐いて、少し苛立ったように胸のまえで腕を組んだ。

「どうするんすか？　結局やるの、やらないの？」

　長谷川とは元通りの関係に戻りたいと本気で思っている。

　けれど、長谷川が出した条件が、どう考えても彼にとってデメリットにしかならないと思うと──。

　それに、キスってなに？　いま、ここで？　ここ、職場よ？　あり得なくない？

　あの夜の琴子の発言に比べれば、別にキスくらいとも思うけれど。たかがキス、されどキスだ。琴子が頭の中でぐるぐると考えていると、長谷川が痺れを切らしたように言った。

「無理なら。まぁ、俺なんて宮田さんにとってその程度、ってことでしょう」

「……なにもキスでなくたって！　他にもいろいろあるじゃない。具体的に──いま、ちょっと思いつかないけど！」

　長谷川はただ単に、あの夜の仕返しをしたいのかもしれない。

　自分がされて嫌だったことを、身をもって琴子に分からせるために。

　確かに失礼なことを言ってしまったと反省している。でも、あんなことでいままで培ってきた彼との信頼関係を台無しにはしたくない。

「はい。時間切れ。俺も、暇じゃないんで」

　そう言って背中を向けた長谷川の腕を咄嗟に掴んだ琴子は、彼の正面に回ってネクタイを掴むと、それを思い切り引っ張って彼の顔を引き寄せた。

「やってやるわよ。その代わり訴えないでね！」

　そう前置きをしてから、そっと彼の唇に自分の唇を押し当てた。

　ほんの一瞬、唇を触れ合わせただけだったが、キスしたという事実は事実だ。

　琴子がネクタイを掴んだ手をそっと緩めると、長谷川がゆっくりと身体を起こして唇を舌で舐めた。

　けれど、今度は彼のほうが腕を掴んで琴子の身体を宴会場の扉に強く押し付けた。

「甘いよ。そんなんで……足りるかっつうの」

　そう言うと、琴子の身体を扉に押し付けたまま強引に唇を塞ぐ。

「……んんん!?」

　突然の反撃に頭が追い付かず、身体を扉に押し付けられているため身動きも取れない。

　どうにかしなきゃと思うのに、長谷川のキスは強引かつ意外にも情熱的で、彼の唇から逃れることができない。

　待って、待って！　誰か入ってきたら……！

　この宴会場の外では宴会スタッフがまだ仕事をしている。ふいに誰かがこの会場に入って来ることもありえるし、人に見られでもしたらと思うと気持ちばかりが焦る。

「んっ、んんんーーっ」

　精一杯の抵抗として、拳で彼の胸の辺りを緩く叩くと、長谷川がようやく唇を離してゆっくりと身体を起こした。

　前髪をかき上げ、琴子を真っ直ぐ見つめる彼のこんな熱っぽい表情は初めて見たような気がする。普段クールで飄々とした感じの彼が、どこか興奮しているようにも見えた。

「……な、なにしてんの？」

　長いキスのせいで酸素不足になった琴子は、はぁはぁと呼吸を整えながら彼を睨みつけた。ところが、睨まれた長谷川のほうは特に気にした様子もない。

「言ったでしょ。あんなキス、ノーカンですよ。子供じゃないんだから、まともにキスしてくんないと」

「はぁあ!?　ちゃんとしたじゃない！」

「宮田さんの彼氏は、あんなお子様なキスしかしてくれないんすか？」

「そ、そんなの長谷川に関係ないでしょう？　こっちはちゃんとやることやったんだから、さっきの約束は守ってくれるんでしょうね!?」

　琴子が噛みつくように言うと、長谷川はニヤリと笑って「いいですよ」と返事をして、そのまま扉を開けて宴会場を出て行った。

　その場に残された琴子は、急に激しい動悸に襲われ、腰が抜けたようにへなへなとその場に座り込んでしまった。

「……び、び、びっくりした！」

　意味の分からない要求をしてきたかと思えば、自分が満足いかなかったからと言って強引に人の唇を奪って──。

　しかも、そのキスがちゃんと大人の男性のそれであったことに、琴子は思いきり動揺してしまったのだった。
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　それから二週間ほど過ぎた八月上旬の週末。

　琴子は定時に仕事を終えて、久しぶりに元彼である航の部屋に立ち寄っていた。

　浮気現場を目撃して、彼と別れて以来一カ月ぶりのことだ。

　別れ話は結局電話になってしまったため、彼の部屋にあった琴子の私物を取りに来て欲しいと言われていたからだ。

　処分しておいてもらうということもできたのだが、二年も付き合っていて電話一本で別れ話が済んでしまったことをお互い気にしていて、最後に一度だけ顔を合わせることになったのだ。

「ごめんな、琴子。こんなことになって──」

「ううん、いいの。航も新しい彼女と幸せにね……」

　琴子はそう言って彼から荷物を受け取った。

　航から手渡された紙袋の中身を見て、自嘲気味に笑う。

「……たった、これだけかぁ」

　約二年も付き合っていたのに、たったこれだけ。こんな紙袋ひとつで片付いてしまうほどの関係だったんだと思うと、思いきり力が抜けた。

　私は、いつもこうだ──。

　よく言えば、しっかり者の長女気質。実際に三つ年上の兄と二つ年下の弟がいる長女で、幼い頃から甘えん坊の弟の面倒をよくみていた。

　誰かに頼るより、自分で解決がモットー。極力他人の手を借りず自分で解決してきたため、いつの間にか人に頼ることができなくなり、恋人にも甘えられなくなっていた。

　甘えたら彼の負担になるんじゃないか、重い女と思われるんじゃないか。そんなことばかり考えて、いつの間にか他人の目には、しっかり者のお姉さんキャラが定着してしまった。

『なぁ、琴子。男ってさ、好きな女には頼りにされたいもんだよ──』

　別れ際に航に言われた言葉を頭の中で反芻する。

　分かっていた。自分でも分かっている。こんな女、可愛くないって。

　素直に人に甘えられる女の子たちを見て、いつも羨ましいと思っていた。琴子だって、できることなら甘えたかった。

　結局、相手にいい顔して、本当の自分でいられてなかったんだな──。

「甘えるって……どうすればいいのよ」

　これからもずっと、同じことを繰り返していくのだろうか。

　甘えるのが下手でも、恋人より仕事を優先しがちでも、『それでもいい』って自分を受け入れてくれる男なんて、果たしてこの世にいるのだろうか──？

「あーあ。……なんか、このまま帰るの、嫌だな」

　琴子は仕事用のバッグとさっき航に手渡された紙袋を抱え、会社帰りにたまに営業部のメンバーと立ち寄るお気に入りのバーが入る雑居ビルの前で立ち止まった。

　雑居ビルの三階にあるそのバーは、落ち着いた雰囲気で、女の琴子が一人で店に行っても浮くこともないため、気に入っている。

　琴子はエレベーターのボタンを押し、動き出したエレベーターの位置を示すランプを眺めながら小さく溜息をついた。

「──溜息ついてどうしたんすか。また、やけ酒でも呷あおる気ですか？」

　聞き覚えのある声に振り向くと、仕事帰りと思われる長谷川が呆れたような顔で琴子の後ろに立っていた。

「え、なんで……」

「ヒカリ出版さんから直帰で。宮田さんの姿見掛けたんで」

　大きな賞を取った作家の受賞記念パーティー開催の依頼で、担当の長谷川が打ち合わせに呼ばれていたのだ。

「あ、そうか。この近くだったもんね」

　偶然とはいえ、どうしてこんなタイミングで長谷川に会ってしまうのだろう。

　長谷川にキスをされてから二週間と少し。

　これまで通りに戻りたいという琴子の要望に応じてもらう条件でしたキスなのに、元に戻るどころか、今度は琴子のほうが動揺し、彼を避けてしまっている。

　あんなキスをしておいて、それに対して何の説明もないわけ？　と悶々としてしまうのは仕方がないことだと思う。

「飲んで帰るんですか？」

　そう訊かれて、琴子はエレベーターの前から離れた。

「気が変わった。やっぱ、帰る」

　琴子が答えると、長谷川がそのまま琴子のあとを付いて来た。

「賢明ですね。また悪酔いして、そこらの男にいかがわしい発言をされても相手が迷惑でしょうしね」

　長谷川の棘のある言葉に、自分の顔がみるみる熱を持つのを自覚する。

「だから！　あれは……悪かったって言ってるじゃない。何度も謝ったんだから、いちいち蒸し返さないでよ」

　十分過ぎるほどの謝罪をして、彼のほうも怒っていないと言い、あの件は解決したはずなのに、こうして事あるごとに蒸し返してくるなんて本当に性格が悪い。

「もう帰るから。じゃあね」

　琴子はバーのあるビルを背に歩き出した。長谷川がこれ以上付いて来ないようにと、勢いよく飛び出したため、ビルと歩道のわずか数段の段差を踏み外して、思わずその場に座り込む。

「痛ったぁ……！」

　転んだはずみで持っていたバッグと紙袋が歩道に放り出されてしまった。

　長谷川がそんな琴子の様子を見て、ぶはっと吹き出してから、さらに呆れた顔をしながらゆっくりと投げ出された荷物を拾い上げた。

「……道端でコケるとか、小学生ですか」

　琴子の顔を覗き込んで意地悪く笑う長谷川は、性格だけでなく口も悪くて憎たらしい。

「うるさいよ」

　琴子が不貞腐れたように答えると、長谷川がふいに琴子の腕を掴んだ。

　それから力強く琴子の身体を引き上げて立たせると、転んでうっすら血の滲んだ膝をポンポンと軽く手で払ってくれた。

「宮田さん。ほんと、仕事以外はダメダメっすね。とりあえず、送りますよ」

　そう言うと、長谷川は歩道と道路のギリギリのラインまで出て、大きく通りに向かって手を振りタクシーを停めた。

「どうぞ」

「ありがとう。大丈夫、一人で帰れるから」

　琴子は彼の手から自分の荷物をひったくるように奪うと、そのままタクシーの後部座席に乗り込んだ。行き先を告げようと、運転手に声を掛けようとしたところで、なぜか長谷川もタクシーに乗り込んできた。

「ちょっと、なに？　大丈夫よ、一人で帰れるから」

「べつに、宮田さんのためだけにタクシー停めたわけじゃないです。俺も方向一緒なの知ってるでしょう。同乗させてください」

　しれっと言い放った長谷川は、背中の荷物を下ろすとシートにもたれた。

　確かに、このタクシーを捕まえたのは彼だ。琴子は何も言い返すことが出来ずに黙り込む。

「……ほんと図々しいんだから、長谷川は」

「今頃気付きましたか」

　なぜか、彼が楽しそうに笑った。

　あまりに気の抜けたその緩い笑顔につられ、琴子も思わず笑ってしまった。

　ああ、そうだ。この男、なぜか人を和ませる才能を持っているんだった。






　琴子のマンションの前に着くと、タクシーのドアが閉まりそのまま走り去って行った。

　次第に遠ざかるタクシーのテールランプをぼんやりと眺めながら、なぜか隣に立つ長谷川を見上げる。

「ねぇ……なんで一緒に降りてんのよ？」

「いや。部屋まで送ったほうがいいかなと思って。宮田さん怪我してますしね」

　琴子はふとスカートの裾からのぞく自分の膝に視線を落とした。怪我といっても、さっき転んだ時にちょっと擦りむけた程度のかすり傷だ。

「こんなの怪我のうちに入んないでしょ」

　そう文句を言った琴子を、彼は結局部屋の前まで送ってくれた。

「わざわざ、ありがとう。それじゃ、おやすみ」

　そう言って部屋の前で長谷川に手を振り、ドアの鍵を開ける。それでもまだそこから動く気配のない長谷川に、琴子は怪訝な表情で訊ねた。

「ん？　まだなにか？」

「いやいや。部屋の前まで送らせておいて、そのまま帰すんですか。普通、よかったらコーヒーでも……みたいな感じになりません？」

　いらないと断ったのに勝手に人を部屋の前まで送っておいて何という言い草だ。とも思ったが、涼しい顔で微笑む彼を見ているうちに、この男はそういうやつだったということを思い出し、琴子は小さく溜息をついた。

「分かったわよ。一杯だけよ？　しかもインスタントしかないからね」

「いいですよ。俺、コーヒーはそもそも特別好きなわけでもないし、味には寛容なんで」

　だったら、さっさと帰ればいいのに。まったく何がしたいのかさっぱり分からない。

　仕方なく部屋に招き入れると、長谷川は慣れた感じでスーツのジャケットを脱ぎ、この間と同じようにそれをソファの背もたれに置いた。

　この間も思ったことだが、長谷川はきっと女の部屋に来ることに慣れているのだと思う。

　ただの上司とはいえ、一人暮らしの女の家に招き入れられたら普通はどこかそわそわとするものだと思うのだが。

　──いや、違うか。私が彼にとって、そわそわするような対象ですらないってことか。

　そんなことを考えながら、琴子はソファの横に荷物を置いてキッチンに入ると、電気ケトルをセットし、コーヒーカップを用意した。

「この紙袋、なんですか？」

　リビングから長谷川の間延びした声が聞こえて、琴子は慌ててリビングに戻った。

「こーら！　勝手に見るな」

　紙袋を手に取った長谷川を注意すると、彼は袋の中身を見ずに、紙袋を元あった位置に戻した。

「元カレの部屋から引き取って来た荷物よ。こんな袋に収まっちゃうなんて、笑えない？　受け取ったとき、あまりにあっけなくて力抜けちゃったわよ」

　そう答えながらチラリと紙袋の中身を確認して、それを部屋の隅へ押しやった。

「元カレね。──ああ、だからまた不安定になって酒を呷ろうとしたところで、俺とバッタリって感じだったんですね」

　彼の言葉の端々に、いちいち棘のようなものを感じるのは気のせいか。

「いいじゃない。そりゃ、不安定にもなるわよ。だてに二年も付き合ってないっつうの」

　琴子はそう言い残して再びキッチンに戻ると、付け加えたように声を掛けた。

「あ、すぐ淹れるから、適当にテレビでも観てて」

「はい」

　長谷川が緩い返事をしたのと同時に、ゴボゴボと沸き立っていたケトルのスイッチが切れた。

　琴子がコーヒーを淹れてリビングに戻ると、ソファにもたれていた長谷川がゆっくりと身体を起こした。

　リビングにコーヒーの香ばしい香りが広がっていく。琴子はソファの前のローテーブルの上に一旦トレイを置き、彼の前と自分の前、それぞれにコーヒーカップのセットを置いた。

　ソファに座っている長谷川の隣に座るのもなんだか距離感が微妙に思えて、琴子はあえてテーブルに近いラグの上に座った。

「どうぞ」

「いただきます」

　彼がカップを手に取り、淹れたてのコーヒーを一口飲んだ。琴子も同じようにカップに口を付けた。苦くて熱い液体が喉を焦がす。

「てか、長谷川。ホントなにしに来たの？」

　わざわざ素人の琴子が淹れた、たいしてうまくもないコーヒーを飲みに来たわけじゃないだろうということは分かる。

「んー？　そうだな。なんつうか、その。真意を確かめに？」

　真意？　琴子は意味が分からず首を傾げた。

「この間の、宮田さんの『私を抱いてよ』発言の真意」

　そうさらりと言った彼の言葉に、琴子は飲みかけのコーヒーを思い切り吹き出した。

　そのままカップを置こうとしたのだが、狼狽えて手元が滑り、カップを倒してしまった。テーブルの上にコーヒーが零れて広がる。

「あーあーあー。なにやってんすか、もう！」

　呆れ顔の長谷川が、テーブルの隅に置いてあったティッシュで零れたコーヒーを拭いてくれたが、ティッシュでは到底間に合わず、琴子は慌ててキッチンからテーブル用の布巾を持って来て、テーブルを拭く作業を引き継いだ。

「だって、長谷川が急に変なこと言うから……」

「変なことって──結局あれはなんだったのかって気になったからですよ」

「もう変に蒸し返さないでよ。冗談とはいえ、本当に悪かったと思って反省してるの、これでも」

　確かに、失恋直後で心は弱ってはいた。

　けれど、本気で彼を自分の寂しさを埋める道具に利用しようとしていたわけじゃない。

「百パーセント冗談、ですか？」

「……えっ？」

「俺、正直、悪い気はしなかったです」

　琴子は彼の言葉に唖然とした。この男、一体何を言い出すのだろう。

「だって長谷川……怒って帰ったじゃない」

「まぁ、怒ってたのは確かですけど、それなりの理由はあります」

　琴子はますます困惑して、その真意を探るように長谷川を見つめた。

「宮田さん。マジで相当鈍いっすね……」

　そう言った長谷川が小さく息を吐いた後、自分の髪をくしゃくしゃとかき混ぜた。

「俺──。あのとき、結構意味深発言して帰ったつもりだったんですけど。まったく気にもされてなかったってことですか……」

「え？　だから、なにが？」

　意味深発言って──？

　琴子はあの夜の彼の言葉を出来る限り思い出せるよう必死に記憶を遡ってみたが、正直その記憶は曖昧で、彼の発言のどこが意味深だったのか分からない。

「そういうの、他の男にも言ってるのかって聞きましたよね？」

「あ、うん。聞かれたね」

「酔った勢いでそういうこというの、どうかと思うって言いましたよね？」

「う……ん。言われた気がするけど。でも、それのどこが意味深発言なの？」

　琴子は目をぱちくりさせて、長谷川を見つめた。

「だー……っ！　マジかよ!?」

　長谷川が両手を額に当てて、表情を歪めた。

「──あれは！　つまり、他の男じゃなく俺だから言ってるのか？　って聞いたんであって。酔った勢いとかじゃなく、少しでもそういう気があるなら酔ってない時に言って欲しいって意味で！」

　琴子は、あの夜長谷川に言われた言葉と、いま長谷川が言った言葉を頭の中で必死に解析する。

「……えっ!?　どう考えてもそういう意味に取れなくない!?　だって、普通に責められてると思ってたもの。誰にでも、そういうこと言うなんて最低だな！　って意味なのかと……」

「そんなこと言ってないし」

「だって、分かりづらい」

　琴子が言うと、長谷川が大きく息を吐いてからある種覚悟を決めたようにゆっくりと言葉を続けた。

「じゃあ、鈍いあなたにも分かるよう、直球で言いますよ。──つまり、好きな女に『エッチして』って言われて、手を出さずにあの場を去った俺を褒めて欲しいです」

　半ばやけくそ気味に、少し怒ったような顔でそう言った長谷川に思わずドキッとしつつ、彼の言葉を頭の中で反芻する。

　──いま、好きな女って言った？　誰が？　誰を？

　え、ちょっと待って。いまの言い方だと……彼が？　私を!?

「宮田さん。なんつー顔してるんですか」

「だって、いま長谷川……私のこと好きみたいなこと……。いや、さすがにないか！　聞き間違えにしたって図々しいよね」

「図々しいってなんすか。確かに言いましたよ、あなたが好きだって」

　琴子は長谷川の言葉を信じられない思いで聞いていたが、彼の真っ直ぐな眼差しが痛くて狼狽えてしまった。

「え？　それ、本気で言ってる……!?　だとしたら、え？　えええええ!?　待って！　いつから!?」

　琴子が思わず声を上げると、長谷川が落ち着いた様子でコーヒーを飲む。

「だ、だって。長谷川、私のこといつもオバサン扱いして……そりゃあ酷い言われようだった気がするんだけど」

「愛情たっぷりのイジりでしょ。入社してまる二年とちょっと……俺、宮田さんのことは特別待遇でイジり倒して来たつもりですけど」

　どちらかと言えば先輩苛めにしか取れないような、ある意味過酷なイジりの数々が走馬灯のように琴子の脳裏に蘇る。

　ただ、それでも嫌な気はしなかった。彼に何を言われても本気で腹を立てたことなどなかったのは、彼特有の人を和ませる雰囲気もあるが、琴子を本気で貶しているわけではないと分かっていたからだ。

　つまり、あの失礼な発言の数々は、愛情の裏返しだったと──？

　──なんて分かりづらい男だよ！　好きな子に意地悪するって、あんたこそ小学生か！　とさっきの彼の言葉をそのまま返してやりたいと思った。

「なによ、それ……」

「宮田さんに彼氏いるの知ってましたし？　人のモノに手ぇ出すとか、さすがに道理に反するし。でも、別れたとなればまた話は別だ。失恋の弱みに付け込むのもアリなのかなーとも考えたところにあの爆弾投下ですよ。ワンチャン、それもアリかと思ったんですけど、力づくでモノにしたところでね。結局、宮田さんが俺でいいって思ってくれなきゃ意味ないなって思い直したんです」

　そうしれっと言葉を並べ、彼が意味ありげに笑いながら感情を込めて言った。

「──ほんと、鈍い。マジで、ありえないっす。その鈍さが原因なんじゃないすかね。宮田さんが、元カレに捨てられたのって」

　確かに、昔から人の感情に疎いところがあるのは認めるが、鈍いだの、あり得ないだの本当に散々な言われようだ。

「す、捨てられたって言うな」

「事実でしょうよ。あなたがぼんやりしてる間に、新しい女に乗り換えられたんだから」

　何か言い返せればよかったのだが、長谷川の言うことが尤も過ぎて、ぐうの音も出ない。

　普段から思っていることだが、口では彼に勝てる気がしない。

「俺は、その点平気ですよ。あなたのその超ド級の鈍さも知ってますし、仕事バカで彼氏より仕事優先しがちなとこも見てますし。それから──」

「もう……いい」

　琴子は半ば不貞腐れたように、長谷川の言葉を遮った。

　長谷川がそんな琴子を見て小さく笑うと、琴子が手に握ったままのコーヒーの染みのついた布巾をそっとテーブルの端によけて、そのまま琴子の手に彼の手を重ねた。

　琴子が彼を見つめると、彼が琴子を見つめ返し、彼が自分を見つめるその視線は意外にも優しくて胸が小さく騒めいた。

　──こんな顔もするんだな。

　こんな優しい視線にいままで何も気付かずに過ごしてきたことを、今更ながら少しだけ後悔していた。

「この際、俺にしとけば？」

「……え」

「俺、どんな宮田さんでもいいですよ。負けず嫌いで弱音を吐けなくて、人に頼るのが苦手でなんでも自分でやろうとして勝手にパンクして──。俺、ずっと傍にいたんで宮田さんのダメダメなところ、ほぼ知ってますしね」

　彼の言葉が事実その通りで否定できないのがつらい。

　結局、ところどころに棘を盛り込んでくるのには少し腹が立つけれど、それは彼なりの愛情表現と捉えればいいのだろうか。

「俺、そういう宮田さんが、気に入ってるんです」

　落ち着いたトーンでそう言った彼の言葉がやけに胸に響く。

　──ああ、なんだ。こんなに身近なところに、ありのままの自分でいいと言ってくれる人がいたんだ。

　琴子はこれまでどこかずっと無理をしていた。無意識にしっかり者のキャラを演じて、大人な女になろうとしていた。

　でも、本当の自分は結構ズボラなところがあるし、人の世話を焼くのも嫌いじゃないけど、正直疲れるし、たまには誰かに甘えたいし、思いきり我儘だって言いたい。

　長谷川の『そのままでいい』という言葉が強烈に胸に響いて、それが嬉しいのか何なのかよく分からなかったけれど、無性に沁みて泣き出したい気持ちになった。

「宮田さん。俺のこと、嫌いじゃないでしょ？」

　自然と込み上げて来た涙を、長谷川がそっと指で掬う。『嫌いじゃないでしょ』と訊ねるその顔は、なぜかとても自信たっぷりで憎らしいくらいだ。

「──うん」

　嫌いじゃない。好きだ、たぶん。たとえそれが恋愛感情なのかどうか、いまはまだよく分からないとしても。

「急がなくていいです。こっちは、苦節二年の片思いなんで、それが少しばかり延びたところで今更大したことでもないですし」

　そう言った長谷川がふわりと笑って、いつの間にか冷めてしまったコーヒーを平然と飲み干した。

　それから思い出したように、テーブルの端によけた布巾とコーヒーカップを持って立ち上がった。そのままキッチンに向かったので、琴子も同じようにコーヒーを飲み干してから、慌てて彼のあとを追った。

「ありがとう。いいよ、あとは私やるから」

　琴子が言うと、長谷川がすすいで綺麗になった布巾をそっと琴子に手渡した。

「──あと。もうひとつ、ありがとう。その……好きって言ってくれて」

　恥ずかしさのあまり、彼の目を見ずに俯きながら言うと、彼の手はそっと琴子の頭に触れる。顔を上げると、長谷川が少しはにかんだ笑顔を見せ、濡れた手のまま琴子の頬に触れる。

「今日は、言わないんですか。『エッチして』って」

　長谷川が意地悪な顔で訊ねた。

「い、言わないわよ……」

「どうして？　俺は宮田さんが好きだって意思表示はしたし、あなたも満更じゃない。だったら、問題なくないすか？」

「そ、それはそうだけど……。つ、付き合ってるわけじゃないし、そんな急に……！　それに、長谷川、二十三でしょ？　私、今年三十なの。いきなり過ぎて心と身体の準備ができてないっていうか」

　六つも年下の若い男に、なんの準備もなく三十路間際の緩みかけた身体なんて見せられるはずもない。

「なんすか、それ」

「……だから、女にはいろいろあるの」

　そりゃあ、長谷川のような若い男に対して大人として少しくらい見栄を張りたい。

　身体は少しでも引き締めておきたいし、下着だってそれなりのものを身に着けておきたい。それから、それから──。

「俺は気にしないですけど。ていうか、どうでもいいです。宮田さんとエロいことできるなら、それだけで嬉しいんで」

「──ふぁっ!?」

　思わず漏れたおかしな声に、長谷川がふっと吹き出す。

「なんすか、その声」

　だって。それだけで嬉しいとか、小憎らしいはずの長谷川があまりに可愛いこと言うから。

「……まずは、試してみません？　俺たちの相性。もちろん、身体の相性だけじゃなくて、恋人が普通にするデートとか、イベントとか、なんでも。二人で試してみて、宮田さんがアリだな、って思ったらその時は俺と付き合ってください。それまでは、お試しってことで」

　長谷川のことは確かに嫌いではないし、むしろ好きだとは思うけれど、その『好き』が曖昧な状態で彼の提案を受け入れていいものかと考える。

「そんなの……なんか狡ずるいじゃない」

「いいんですよ、狡くて。あなたが狡くなってくれて得するのは俺ですしね。こう言っちゃなんですけど、俺、結構いい彼氏になれると思うんですけど。宮田さんはどう思います？」

　そう言った長谷川が、ゆっくりと顔を近付けて琴子の唇を塞いだ。

　拒否するべきだったと頭では思うのに、琴子は抵抗することもなく彼の唇を受け入れてしまった。

「……ん」

　長谷川にキスをされるのは二度目だ。前回のキスは、強引さはあったが、唇を重ね合わせるだけだった。でも、今夜のキスは違っていた。

　琴子の唇をそっとこじ開けて口内に触れる。長谷川の舌が歯列をなぞり、上顎を、内頬を撫でると身体がぞくぞくと震えた。

　弟のように思っていた後輩のキスは、想像以上に大人の男のキスで。いくら歳が離れていようと長谷川はすでに大人の男に変わりなくて、琴子は彼が一心に注ぐ情熱的なキスにあっけなく翻弄されてしまう。

「……はぁ……っ、は、長谷川……っ」

「無理。止まんない……」

　息が苦しくて酸素を取り入れようと薄く口を開くと、長谷川に更に強引に唇を塞がれる。

　逃げられないと思った。こんな長谷川は知らない──。

　長い長いキスのあと、長谷川がゆっくりと唇を離し、琴子の額にこつんと軽く額をぶつけてきた。

「すいません……ちょっと調子にのりました。急がなくていい、って言ったの俺なのに──」

　そう言ってはにかんだ彼に微笑んだ琴子は、今度は自分から彼に唇を寄せた。

「ううん、やめないで。もっとして……」

　彼の熱量に絆ほだされたのか、その場の雰囲気に流されたのか自分でもよく分からなかった。けれど、彼の言うように少しだけ狡くなってみるのも悪くないと思った。

　職場の同僚として、長谷川のことは人間的にも好きだし信頼している。

　この先、彼のことをもっと知ったとしても、彼のことを嫌いになるという可能性よりは好きになる可能性のほうが高いのではないかという前向きな気持ちからだ。

「寝室、案内してくれます？」

　長谷川の問いに、琴子は黙って頷いた。






　さすがに長谷川を寝室に迎え入れるのは初めてで、戸惑いながらも彼を部屋に促すと彼がごくりと喉を鳴らしたのが分かった。

　これまで何人か付き合った彼氏はいたけれど、今までの誰よりも緊張している気がする。

「──もしかして、俺、無理強いしてますか」

　不安そうに訊ねた長谷川の手を引いてベッドに座らせると、琴子もその隣に座った。

「そんなことない。嫌だったら……ちゃんと断ってる。服、脱ぐね」

　そう言って琴子は自らシャツのボタンを上からひとつひとつ外していく。

　正直、緊張で手が震えた。随分年下の男とこうしたことをするのは初めてで、自分のほうが年上だしリードしたほうがいいのかと考えたからだ。

　琴子がもたもたとシャツを脱ぐ間に、長谷川も自分のネクタイを緩め、そのまま勢いよく着ていたシャツを脱いだ。

　長谷川の裸を見たのは初めてだったが、どうやら着痩せしてみえるタイプらしい。シャツの下の彼の身体は、適度な筋肉がついた逞しい身体をしていて、目のやり場に困ってしまう。

　長谷川がそんな動揺気味の琴子の手を引いて、自分の膝の上に琴子の身体を引き上げた。

「ね、宮田さん。下着は俺が脱がしても？」

「……長谷川が、そうしたいなら」

　琴子が答えると、長谷川がそっと唇を重ね、キスをしながら琴子のブラの上から胸に触れる。大きな彼の手が琴子の胸を揉み、親指で胸の先を甘く刺激する。

「直接触っていいです？」

　長谷川が背中に手を回してホックをそっと外すと、ブラがするりと肩から落ちた。彼の手が琴子の乳房を包み込み、ゆっくりと円を描くように腕を動かすと、その刺激に身体がぞくぞくとする。

「ん……」

　セックス自体初めてなわけでもないのに、長谷川に触れられるとなぜかとてもドキドキした。よく知った間柄である彼と自分がいまこんなことをしているという事実が不思議で現実を受け止めきれないみたいだ。

　長谷川の息遣いから彼が興奮しているのが伝わる。人のことをいつもオバサン扱いして来たこの男が、自分を好きだというだけでも驚きなのに、自分に欲情しているなんて信じられない。でも、彼の目を見れば伝わってくる。彼が自分を欲しがっているのが伝わって来る。

「宮田さん、やっぱり綺麗だ。やばいな、すげぇ興奮してる」

　そう言った彼の分かりやすく硬化したものが、すでに琴子の陰部にあたっている。

「胸、気持ちいい？　もじもじしてんの可愛い。下も触っていいです？」

「……い、いちいち確認取らなくても」

「いや、でも。宮田さんの嫌がることしたくない」

　普段は琴子に遠慮なんてなくて毒舌なのに、彼が琴子の気持ちを汲んで自分の興奮を必死に抑えているギャップに思わずきゅんとしてしまう。

「嫌がってないから……長谷川のしたいようにしていいよ」

　そう言うと、彼が琴子のショーツに手を掛け、それをそのまま器用に脱がせた。
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　長谷川の指が琴子の敏感な部分に触れると、ぬるりと滑るような感触があった。身体の奥がすでにじんじん熱を持ち、自分が酷く濡れているのだということが分かる。

「ん、……っ、ふ」

　長谷川の指が琴子の内壁を探る。彼の指が出入りする動きに合わせて、蜜口がぬぷぬぷと湿ったいやらしい音を立てる。

「あ……っ、ん」

「……気持ちいい？　やばいな。入口も中もぬるぬるですごく熱い。指が中の熱で溶けそうだ」

「ん。長谷川……っ、変な声出ちゃうから、塞いで、口」

「はは。なんすか、それ。最高に可愛いっすね。そんなのいくらでも」

　長谷川が琴子を膝の上に乗せたまま、身体を密着させて情熱的なキスをする。

　口内を舌で侵され逃げ場がないくらいに執拗に求められる。よく知っているはずの長谷川がまるで全く知らない男のように見えるのは普段との温度差のせいか。

　はじめは冗談じゃないかと思った彼の告白も、いまなら嘘じゃないということが分かる。キスだけで、彼がどれほど自分を欲しがっているかというのが嫌というほど伝わってくる。

　だから、純粋に応えてみたくなった。彼のその熱量に。

「……長谷川、もういい。いいから……こっちに」

　そう言うと、琴子は彼の膝から下りて自らベッドに横たわり、ここに欲しいと少し脚を開いて彼を誘った。

　その瞬間、長谷川が堪らないという表情を見せたかと思うと、ごくっと喉を鳴らして下着を取り去ると琴子をベッドに組み敷いた。

「本当に……いいんですか？」

「うん、いい」

「つーか、こんな急展開、アリなんすか？」

「……なによ、自分から試してみようなんて言っておいて」

「いや。ああでも言わないと、宮田さん、俺の告白をなかったことにしそうだし。強引に既成事実作って恋人面するぐらいしないと攻め落とせない気がして……」

　普段は余裕があって飄々としている長谷川のうろたえる姿は新鮮だった。

「私も……知りたいって思ったの。ただの後輩じゃない長谷川はどんなだろうって」

「あの、言っていいすか。たぶん、今日の俺は超絶ダサいです。ほら……」

　長谷川が琴子の手をそっと掴んで、彼の心臓の位置へそっと導いた。

　彼の胸に手を添えると、まるで全力疾走したときみたいに鼓動が速く跳ね上がっているのが伝わった。

「すごい、ドキドキしてる……」

「ドキドキどころか、バクバクっすよ。あなたとこんなことしてるのも信じられないし、あなたに興奮し過ぎてどうにかなりそうなのも怖いです」

　目の前の長谷川が、本当に別人のように見える。琴子を前にしただけで、実はこんなふうになってしまう彼に心が揺さぶられないはずがない。

「……長谷川、可愛い」

「嬉しくないです」

　少し不貞腐れたような表情を見せた長谷川に愛しさが湧き上がる。

「ねぇ、長谷川。早く……」

　琴子がもう一度誘うと、長谷川が体勢を立て直してゆっくりと琴子の中に挿入はいって来た。

「長谷川、こっち向いて？　私の目、見てて……」

　彼が真っ直ぐに琴子を見つめる。琴子の中でじわじわと彼の質量が増し、彼の額にうっすらと汗が滲み、琴子の口からも熱い吐息が漏れる。

「ん……っ、苦し。長谷川の、大き……っ」

「いきなり、煽らないでくださいよ」

「……だっ、こんな苦しいのっ……いままでっ」

「ちょお！　煽ったと思ったら萎えること言わない。誰と比べてんすか。マジ」

　そりゃあ、初めてでないなら以前経験がある相手とつい比べてしまうのは仕方がないことだけど、こんなにも自分の身体にぴったりで中をみっちりと隙間なく埋め尽くされるみたいな感覚のセックスは初めてだった。

「ヤバいな……挿れただけで気持ち良過ぎて動けそうにない」

「ふふ。じゃあ、しばらくこうしてる？　中埋め尽くされてて、それだけで気持ちいい」

　琴子が言うと、長谷川が琴子の身体をぎゅううと力強く抱きしめた。

「……あなた、アホなんですか。そんなこと言われたらっ」

「ねぇ！　中でさらに大きくならないでっ……」

「いまのは宮田さんが悪い」

「なんで？　どこが？」

　そう抗議をすると、その言葉が漏れないよう唇で塞がれた。

「……んんっ、ん」

　ああ、なんか、悪くない──と思った。

　こんなふうにダメな私でいい、そのままでいいと言ってくれる彼となら、いままでにない新しい関係を築けそうな予感がして、ほんの少し胸が高鳴るのを感じた。

「そろそろ動いていいですか」

　そう言った長谷川が、堪えきれないというように琴子を見つめた。

　琴子が小さく頷くと、彼がゆっくり大きく腰を動かし、琴子の中を擦る。

「あ、ああ……っ、はせが……わっ」

　彼の動きに合わせて琴子の身体が大きく揺さぶられ、彼のモノが自分の身体を出入りする快感にぞくぞくと身体が震えた。

　激しく腰を打ち付けられ、何度も好きだと言われているうちに、何も考えられなくなる。気持ちよくて、もっと欲しくて、頭がバカになってしまいそうになる。

「ああん、気持ちい……っ」

「──俺も。もう、イきそ……」

　こんなにも激しく、こんなにも情熱的に女として求められたことがあっただろうか。

「宮田さん、好きです」

「ああっ……」

「好き」

　なんだろう、この感覚。セックスなんてそこまで好きじゃなかったはずなのに、長谷川の腕の中は驚くほど心地がいい。このままずっと溺れていたいなんて一瞬でも思ってしまうなんて。

　彼が自分を好きと言ってくれる度に身体が喜びに震える。こういう恋を求めてたんじゃないかな。長谷川のこと、本当に好きになってもいいのかな。

　ああ、ダメだ。気持ちよすぎて何も考えられない──。

　同時に果てたあとも何度も身体を重ね、そのまま眠ってしまって二人が目覚めたのは翌朝だった。

　琴子が目を開けると、隣には少し先に目覚めた長谷川がいた。昨夜のことを思い出すような彼の甘い視線につかまり、寝起き早々狼狽えてしまう。

「起きました？」

「……うん。いま、何時？」

「九時過ぎです。今日、休みでよかったっすね」

「うん。九時かぁ、お腹空いたね」

　琴子が言うと、長谷川が苦笑する。

「起きてひとこと目がそれっすか。色気ねぇ……。まぁ、そこが宮田さんらしいですけど」

「冷蔵庫なにかあったかな。長谷川も食べるでしょ？　あ、先にシャワー浴びる？　長谷川浴びてきたら？　その間に適当になにか用意しとくから」

　琴子が長谷川に背中を向けてゆっくりと身体を起こすと、彼も身体を起こした。

　慌ててその辺の服を羽織って寝室を出たのは、昨夜のことを思い出してしまって彼の顔をまともに見ることができなかったからだ。

　もちろん最後に決断したのは琴子自身だったが、長谷川とこういう関係になるなんて想像もしていなかった。

　抱かれている時は無我夢中だったけれど、一夜明けてみると強烈な恥ずかしさが襲ってきて、彼の前でどういう態度を取っていいのか分からない。

　彼を半ば無理矢理浴室に押し込んで、冷蔵庫の中の物で簡単な朝食の準備をしていると、ようやく心が落ち着いて来た。これなら、いつもどおりに振るまえそうだ。

　浴室のほうから音がして、長谷川が下着姿のままリビングにやって来た。

「ごめん、着替えとか用意できなくて。ついこの間、彼氏のもの全部処分したばっかりで……」

「いや、いいっす。元カレの服借りるほうが、俺的に微妙なんで」

　そう言った長谷川が、昨夜着ていたスラックスを穿き、シャツに袖を通した。

「いい匂い。宮田さん、料理とかするんですね」

「まぁ、人並みにはね。冷蔵庫の中、空に近くて、トーストと目玉焼きくらいしか用意できなくてごめん」

「いや。十分ですよ。普通にうまそう」

　琴子がリビングのローテーブルの上に朝食を並べていると、長谷川もそれを手伝ってくれた。最後にコーヒーを淹れると、揃ってテーブルについて食事を始めた。

　彼とはよく昼食を一緒に食べることがあるが、まさか自分の部屋に彼を招いて朝食をとる日が来るなんて想像もしていなかった。

　長谷川が普段から見慣れたジャケットを脱いだスーツ姿だということで、少しだけ職場にいるような感覚と重なったことが救いになった気がする。

　食事を終えると、洗い物は長谷川が引き受けてくれた。

　琴子はその間にシャワーを浴びて、洗濯に取り掛かる。そんな琴子の様子を見ていた彼が、スーツのジャケットを羽織った。

「え、どうしたの？」

「とりあえず、今日のところは帰ります」

「退屈だった？」

「そうじゃないです。昨夜はちょっと強引に押し切っちゃった感があるんで、仕切り直しというか……。もうちょっと段階踏んで、宮田さんのことちゃんと落とそうと思って。ほら、職場以外で飯食ったり、それこそデートとかもしたいですし」

「……そっか」

　長谷川が荷物を背負って頷いた。

「正直、ちょっと舞い上がってて。このままここにいるとまた宮田さんによからぬことをしそうで……」

　クールに見える長谷川がはにかんでいるのが、なんだか新鮮に映った。

　琴子からすればどこが舞い上がっているのかと思うくらい通常運転のように見えるのだが、彼があえて口に出すくらいなのだからきっと本当なのだろう。

　玄関先まで長谷川を見送ると、彼が靴を履いて振り返った。

「──好き、ですよ」

　琴子はあまりにストレートなその言葉に狼狽えて、思わず視線を泳がせた。

「これからも、思いきりイジり倒しますから。マジで落としにかかるんで覚悟してください」

　そう言った長谷川が悪戯な笑顔を見せると、琴子の額を軽く人差し指で弾いた。

「……お、お手柔らかに？」

　琴子が答えると、長谷川が一瞬目を見開いたあと顔をくしゃくしゃにして笑った。

　静かにドアが閉まった後、つい今しがた見た彼の笑顔を思い出して胸がぎゅっとなるのが分かった。

　好きになる──予感がした。

















第四章












　長谷川に告白されたことで、琴子はようやく彼を男性として意識するようになった。

　完全に弟カテゴリーにいた彼を今更と思う気持ちもあるが、琴子が意識していなかっただけで、長谷川が普通に年頃の男性であるということは誰の目にも明らかだ。

「はー……、ほんと今更だよね」

　デスクに座ったままぼそりと呟くと、向かい側のデスクに座った中田が顔を上げた。

「なにが、今更なんですか？」

「え、あ、いや。なんでもない、ただの独りごと……」

　笑って誤魔化すと、中田がＰＣ越しにこちらを見て意味ありげな視線を送って来た。

「そう言えば、宮田さん。長谷川くん、元に戻りましたね」

「え？」

「ほら！　一時期、彼の『宮田さん、宮田さん』っての、減ってたじゃないですかぁ。あんなに懐いてる彼がどうしちゃったのかと思いましたけど、最近また普通に話し掛けて来てるでしょう？」

「あ、うん、そうね。少し前、仕事のことでちょっと意見の食い違いがあってね……」

　不自然に思われない理由を作って誤魔化した。

「え！　そうなんですかぁ？　長谷川くんと意見食い違うことなんてあるんですか？　いつも息ぴったりって感じなのに」

「そんなことないって」

「長谷川くんって、皆の意見を纏めるのも上手いし。爽やかで愛想がいい好青年じゃないですか」

　長谷川は、確かに部署内では好青年で通っている。

　事実好青年であるのだが、琴子に対しては毒を吐くこともあるし、当たりもキツイことがある。

　ただ単に、入社当時から教育係として接点が多かった琴子に対しては、付き合いも長く、むしろ女性として意識されていないからこそ素の部分を見せているのだと思っていたが、それがいわゆる愛情の裏返しだなんて想像もしていなかった。

　そうしているうちに、ラウンジでお客さまと打ち合わせをしていた長谷川が事務所に戻って来た。時計を見ると十二時を少し過ぎたところだ。

「お疲れさまっす。戻りました」

　戻って来た長谷川がデスク作業をしていた中田と琴子に声を掛け、中田がそれに返事をした。

「ああ、長谷川くん、おかえり。来週の太平洋生命さんのパーティーメニューの詳細、宴会厨房から下りてきてたからデスクに置いてあるよ」

「あ。すみません、ありがとうございます！」

「さーて、私はそろそろお昼に行ってきまーす！」

　そう言った中田が財布とスマホを持って席を立ったのを見送っていた長谷川が、ちらりと琴子を見た。

「宮田さんも昼飯行きます？　今日、社食ですか？」

「あ、うん。そのつもりだけど……」

「じゃ、一緒にどうですか」

「うん」

　長谷川とのこうしたやり取りも、これまで通りに戻った。フロント裏の事務所の裏口から出ると、従業員用の通用口を通って社員食堂へと向かう。

　食堂に着くと、当然昼時ということで大勢のスタッフで混み合っていた。食堂の奥のほうに宴会の厨房やサービススタッフが固まって昼食を取っていて、手前側はフロントや予約など内勤業務のスタッフが固まっている。

「混んでるね。席いっぱいだ……唐揚げだからか！」

「ですね。でも、あの辺空いてますよ」

　長谷川の視線の先に、空席を見つけた。

　本日のメニューは唐揚げ定食。食堂で一番人気のメニューで、食堂の利用は自由だが、メニューが唐揚げの時の食堂はいつも混み合っている。

「おばちゃん。二名分お願いしまーす」

「はーい」

　カウンターで食堂のスタッフからメインのおかずとみそ汁をもらい、ご飯とお茶は手前の台にあり、個々で用意をしてから揃って空いている席に着いた。

「そーいえば、宮田さん。今度の週末ってなにか予定入ってます？」

　長谷川が唐揚げを箸でつまみながらふいに訊ねた。

「え。なに、急に」

「いや、宮田さんって、休みの日なにしてんのかと思って」

「休みの日？　そうだなぁ……昼まで寝て、家事しながら合間に仕事して。だらだらしてる間に一日終わる」

　琴子が正直に答えると、長谷川がげんなりとした顔を見せた。

「え、家でも仕事してんすか？　マジで仕事バカなんですね」

「ちょっと……言い方！　でも、軽い調べものとかくらいよ？」

「どこか、出掛けたりとかは？」

「……以前はしてたけど、最近はあんまり。休みの日は体力回復するのに必死で」

　あはは……と笑うと、長谷川がポケットからスマホを取り出してテーブルの上に置いた。

「じゃあ、来週どこか暇な日ありますか？　教えてくださいよ」

「え、来週って？」

「夏休みでしょうよ」

　そう言われて、琴子は今週末からお盆休みに入ることを思い出した。

　フロントや宴会、レストランなどは夏休みで宿泊稼働が高くなるため大忙しなのだが、営業は取引先が軒並み同じ時期にお盆休みに入るため、その時期に合わせて休みを取る。

「せっかくなんで、どこか出掛けましょう」

　そう言われて琴子は飲みかけのお茶を吹き出しそうになった。

「は？　なんで長谷川と？」

「……あのね、あなた俺がこの間言ったこと覚えてます？　俺たちの相性確かめましょうって言いましたよね」

　長谷川がしれっと言った言葉に敏感に反応して、琴子は慌てて辺りの様子を窺いながら彼に声を落とすように「しっ」と言って口の前に人差し指をあてた。

「ねぇ！　誰かに聞かれて変な誤解されたらどうすんの」

　琴子が言うと、長谷川が不服そうな顔をした。

「誰も俺たちの会話なんて気にしていませんよ。それに、俺は宮田さんと噂になったところでむしろ願ったり叶ったりですしね。つーわけで、空いてる日教えてください」

　そう言われて、琴子は自分のスマホを取り出してスケジュールアプリを開いたが、特になにも予定が入っていないのを見てがっくりと肩を落とす。

「……いつでもいい。ほぼ空いてる」

　琴子が答えると長谷川が訊ねた。

「じゃあ、火曜と水曜はどうですか？」

「え？　火曜か水曜じゃなくて？　両方ってこと？」

「不服ですか。──あ、なんとなく分かりますよ。面倒くさいと思ってますね」

　長谷川の言葉に琴子は苦笑いを返したが、結局彼からの譲歩はなく、不本意ながら両日の休みを長谷川に捧げることになってしまった。
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　そして迎えた長谷川との初デート。彼のプランはこうだ。

　一日目の火曜日はどこか少し遠出をして思いきりデートを楽しむ。そのままどちらかの部屋で過ごして、二日目は家でまったりするか近場で買い物や映画というお手軽デートの二本立てだ。

　休日に誰かと出掛けるということ自体久しぶりだったが、楽しみな部分もあった。






　長谷川と肌を重ねて以来、彼が別人に見えてしまい、なんとなくすべてが新鮮で楽しそうだったからだ。

　どこに行こうかと案を出し合い、ドライブがてら車で一時間ほどの場所にあるファミリー層に人気の牧場まで足を延ばした。

　車は長谷川が出してくれた。彼が新人の頃は一緒に行動することがほとんどで、社用車で取引先に出向くことも多かったために、彼の運転には慣れているが、プライベートではまた感覚が違ってくる。

　見慣れたきちっとしたスーツ姿ではなく、年相応の黒の細身のパンツにティーシャツというカジュアルなファッションも新鮮だった。

　琴子も行き先が牧場ということで、歩くことを想定し、サマーニットとサロペットにスニーカーという組み合わせだ。

　着いた牧場は、広大な敷地の中がいくつかのエリアに分かれていて、動物との触れ合い、花の観賞や季節の味覚狩り、遊園地など目的別に楽しむことが出来る施設だ。

　休日は家に籠りきりでダラダラと過ごすことが多かった琴子にとって、久しぶりの自然豊かな場所に心が躍るような気持ちになった。

　夏休み真っ只中ということで、園内は大勢の家族連れやカップルで溢れていた。

　広大な丘では鮮やかなピンク色のペチュニアが満開の時期を迎えている。

「うわぁ、素敵！　こんな自然いっぱいの場所に来るの久しぶりでテンション上がる！　ねぇ、長谷川こっち来て。ここからの景色最高じゃない？」

　琴子が興奮しながら美しい花畑をスマホの写真に収めていると、それを見ていた長谷川が笑う。

「出掛けるの面倒臭がってたくせに、随分テンション高いんすね」

「……べつに出掛けるのが嫌いってわけじゃないの。出掛けるまでがちょっと億劫なだけで、出ちゃえば思いきり楽しめるタイプ」

「じゃ、連れて来て正解だったか」

「えー、普通に感謝してるよ。こんな旅行気分味わうの久しぶりだし！　あ、ねぇ！　私、このふれあい牧場ってとこ行ってみたい。動物触れるみたいだよ」

　琴子が園内マップを見ながら言うと、長谷川が「じゃあ、あっちですね」と目的地のある方向へ琴子の手を取って歩き出したので、琴子は驚いて長谷川を見つめた。

「なにか？　一応、お試し交際ですからね。お試しとはいえ、恋人なんで」

「……そう、でしたね」

「え？　なんで敬語？」

「いや、なんとなく」

　照れくさいという気持ちが大きかったが、長谷川に繋がれた手がなんだか心地よかった。

　ふれあい牧場に行きたいと言ったのは琴子だったが、いざ行ってみると動物のエサやりなどにそわそわしていたのは長谷川のほうだった。家族と来ている小学生や若いカップルなどに交じって、馬にエサをあげたりウサギやモルモットを撫でたりするのに、明らかに普段とは違った目の輝きをしている。

「長谷川、動物好きだったの？」

「え、なんですか。俺が動物好きじゃ悪いですか」

「悪くないけど、意外。──なんか、長谷川の見たことない顔見れてちょっと新鮮かも」

「それはいい意味で？」

「もちろん」

　琴子がそう返事をすると、長谷川が照れくさそうに笑い、その照れたような子供みたいな顔までも新鮮に映った。

　ふれあい広場の近くにあるカフェレストランで食事をし、午後は季節のブルーベリー狩りや散策を楽しんだあと帰路についた。

　途中で夕食を済ませて、そのまま長谷川の家に連れて行かれた。

　長谷川は一ＤＫのマンションで一人暮らしをしていることは聞いていたが、琴子が彼の部屋を訪れるのは初めてだ。

「どうぞ」

「お、お邪魔しまーす」

　長谷川に促されて部屋に入ると、いかにも若い男性の一人暮らしっぽいシンプルな部屋だった。ダイニング部分がかなり広いため、ソファやローテーブルが置いてあってもゆったりとした部屋に見える。

「へぇ、きれいにしてるんだね。えらいえらい」

「……いきなり母親みたいなこと言うの止めてくれます？　宮田さん泊めるつもりでそれなりに片付けておいたんすよ。その辺座っててください。飲み物用意するんで」

「うん。ありがとう」

　琴子は言われた通りに、ソファに座った。

　──そういえば、私。長谷川のプライベートなにも知らなかったな。

　職場ではそれなりに親しい間柄だと思っていたが、長谷川が普段どんな生活をしているか、どんなふうに過ごすのが好きなのかなんて考えたこともなかった。

「ビール、チューハイ。アルコールなしがよければ、アイスコーヒーと緑茶があります」

　長谷川が缶のアルコール類とペットボトルのお茶類とグラスを無造作にテーブルの上に用意した。

「あ、温かいもののほうがよかったですか」

「ううん。私、これもらっていい？」

　琴子がレモン風味のチューハイに手を伸ばすと、長谷川が「やっぱり」とそれを取って琴子の前に置いた。

「やっぱりって？」

「宮田さん、普段からそういうサワー系よく飲んでるじゃないですか。基本的に柑橘系好きですよね」

「……よく知ってるね」

「見てますからね。宮田さんのことは」

　嗜好を把握されていることに驚いたが、よく考えてみればいまに始まったことではなかった。飲みの席でも琴子が好きな飲み物を手配してくれていることがよくある。

「長谷川はビール派だよね。居酒屋でもいつもビールだもん」

「まぁ、そうですね」

「長谷川って趣味とかあるの？　休みの日なにしてんの？」

「お。ようやく俺に興味持ち始めました？　まぁ、普通ですよ。ツレと飯行ったり、家でゲームしたり。あと、アウトドアも嫌いじゃないんでたまにキャンプ行ったりもしますね」

「キャンプ？　えっ、意外！　それって友達と？」

「まぁ、数人で行くこともありますし、一人キャンプもしますね」

「一人キャンプ。それ、すごいね！」

「今度一緒に行きます？」

「え。いいの」

　琴子が言うと、長谷川が「いいすよ」嬉しそうに微笑んだのを見て一瞬ドキっとしてしまった。

　うわ……長谷川って、こんなふうに笑うこともあるんだ。

　彼は普段から愛想がいいし、皆の前でも楽しそうに笑うことも多いが、普段のはどちらかというと営業用の笑顔で、いま見たのはそういうのとは違って見えた。

「宮田さんは？　家でダラダラしてるんでしたっけ？」

「たまには買い物行ったり、友達と飲みに行ったりもするよ。ゲームはね、兄のとこに遊びに行ったときに小学生の甥っ子と遊んだりするくらいかな。負けず嫌いだから、子ども相手なのにムキになっちゃうんだよねー」

「へぇ。小学生だとレースものとか？　うちにもありますよ。対戦します？」

「いいね！　私、けっこう強いかもよ？」

　琴子が返事をすると、長谷川がさっそくゲームの準備を始めた。

　いい大人がまるで子供みたいだな、と思ったが、長谷川と職場以外で時間を共有することが新鮮だった。昼間も想像以上に楽しく過ごせたこともあり、普段しないようなことを彼とやってみたいと思った。






「あーーーーっ、もう、長谷川そこ邪魔しないで！」

「しますよ。勝負かかってますからね」

「あっ、ちょっ！　ひどい！　わぁーーーー！」

　勝負を始めて最初はたぶん長谷川が手加減してくれていたのか、三連勝して得意げにしていた琴子だったが、彼が何か賭けようと言い出して、負けた方が勝った方の言うことを一つ聞く罰ゲームを設けたら、本気を出した彼にボロクソにやられている。

「あーーーー、また負けたぁ」

　結局、賭けをはじめた途端に三連敗。賭けは当初は一度きりの約束だったのだが、負けず嫌いな琴子がリベンジを申し出て、長谷川に惨敗する結果になった。

「く、悔しい……」

「だから、一度でおしまいにしようって言ったのに。宮田さんがリベンジなんて言い出すからですよ」

「だぁってーぇ」

　結果は惨敗だったが、思ったよりずっと楽しかった。

　長谷川は友達のようであり、弟のようであり、琴子がこれまで付き合ってきた相手には決して見せられなかったような自分の素の部分を自然と見せることができる。

　今日一日過ごして思ったことだが、こういう相手と一緒にいるほうが、自分が無理をせずにいられるのではないかと実体験として感じることができた。

「いいわよ。三つ、長谷川のいうこと聞いてあげる」

「うわ。負けたくせに随分上からっすね」

　相変わらず口は悪いが、彼が楽しそうでなんだか嬉しくなった。

「ちょっと考えとくんで。宮田さん、風呂でも入って来てください。着替えの用意がなければ俺の貸しますよ」

　時計を見ると随分夜も更けていたので琴子は素直に彼の言葉に甘えることにした。

「じゃあ。着替え、借りていい？」

　今夜は長谷川の部屋に泊まることになると分かっていたが、着替えまで準備しておくのはまるで泊まる気満々みたいに思われてもと思い、ショルダーバッグとは別に、下着と必要最小限の化粧品の類を入れた小さなバッグを用意しただけだった。

「先に入っててください。着替え、用意して浴室に置いておきます」

　彼に言われて、琴子は「ありがとう」と言って促されるまま浴室に向かった。

　琴子が風呂を出ると入れ替わるように長谷川が風呂に入り、残された琴子は落ち着かない気持ちでつけっぱなしになっていたテレビを眺めていた。

　用意してくれた着替えはティーシャツとスウェットだったが、柔軟剤の香りに混じってほんのり長谷川の匂いがするのを意識してしまう。

　泊まる──ということは、つまり？　そういうことも込みでのお試し交際だったはずだし、なんてことを考えながら一人ドキドキしてしまっていた。

　──やっぱり、こんなの狡いかな。彼と正式に付き合うって決めたわけでもないのに。

　そんなことを考えているうちに、長谷川が浴室から戻って来た。

　いかにも部屋着といった感じのティーシャツに短パンという姿が見慣れなくて新鮮だったことと、まだ濡れた髪がペタンと下りていることでいつもよりさらに若く見える。

　──若いな、長谷川。

　彼の若さを目の当たりにして、自分との年齢差を嫌でも意識させられ少し卑屈な気持ちになってしまう。

「……どうしました？　もう眠くなりました？」

「え、あ、うん。そうね。今日、昼間たくさん歩いたしね」

「じゃ、少し早いけど寝ます？　俺も久しぶりに長い時間運転したからか、さっきからあくびがすごくて」

　そうだった。今日のデートのために朝早く迎えに来てくれて、普段なら片道一時間ちょっとの道のりがちょうど盆休み期間ということもあり二時間半くらいかかり、帰りもまた同様だった。長谷川のほうがよほど疲れているはずだ。

「今更ですけど、ベッドひとつしかないですけどいいです？　ダブルなんでそこまで狭くないと思いますけど」

「あ……うん。大丈夫」

　この流れなら、自然に寝るだけになりそうだと琴子は無駄に夜のことを意識してしまったことを恥ずかしく思った。

　リビングと一続きになっている寝室に移動すると、長谷川が引き戸を閉めた。

「スマホ充電するならそこで。エアコンも寒かったら設定温度とか好きに上げてください」

「……あ、うん。ありがとう」

　なんとも事務的ではあったが、それが却って助かった。

　先にベッドに入った長谷川が寝転がって目を閉じたので、琴子もおずおずと横になった。ふぅと身体の力を抜いた瞬間に後ろから長谷川に抱き締められて一気に緊張感が高まる。

「そういえば──さっきの賭け。宮田さんが俺の言うことを三つ聞くってやつ。いまお願いしても？」

「え、いま？　……なに？」

「まず一つ目。寝る前にキス、したいです」

　そう言われて、琴子はゆっくりと身体の向きを変えてから長谷川を見つめた。

「いいよ」と返事をして目を閉じると、長谷川がそっと琴子の唇を塞ぐ。吸い付いた唇が何秒かの間そのままで、そのあとすぐに唇が離されたのでこれで終わりかとそっと目を開けると、再び唇を覆われた。さっきしたただ押し当てるだけのキスとは違って、今度のキスは口内を優しく侵してくる。遠慮がちに押し入ってきて、探るように琴子の口内を撫でてその反応を見ている。相手を気持ちよくさせたいというのが伝わって来る。

「……んっ、ふ……」

　──気持ちいい。長谷川のキスは、気持ちいい。

　こんなふうに優しくされて甘やかされたら、本当に好きになってしまいそうだ。長谷川もキスをしているうちに興奮してきたのか、彼の硬化したものが琴子の下腹部に当たった。

「……宮田さん？」

「ふふ。疲れてるって言ってたのに、元気になってるから」

「そりゃ、なりますよ。好きな女とキスしてたら。じゃあ、二つ目もいいですか？」

「もー、要求が早いなぁ。次はなぁに？」

「このまま、抱きたい……」

　そう言った長谷川が琴子の首筋に顔をうずめて唇を押し当てる。

　普段は飄々としていて琴子をからかって楽しんでいるふうの長谷川の切羽詰まったような表情に絆される。

「……いいよ。このままなにもせずに寝たら、せっかく着けて来たエッチな下着の出番がないままだった」

　そう笑いながら言うと、長谷川が驚いたように琴子を見つめた。

「え。なんすか、それ。……宮田さんも、俺に抱かれる気があったってことですか？」

「あー、うん。お試し交際って言ってたし、もしかしたらそういうことも込みなのかなって……。ほら、この間は準備もなく流されるみたいにしちゃったけど、今日はちゃんとしたデートだったから……」

　そう、デートということを加味して琴子なりにいろいろ考えた。

　正直、長谷川と付き合うことになったとして、年齢差とか、同じ職場の同僚だということも含め、気掛かりなこともあったが、彼の提案に魅力を感じているのも事実だ。

　だからこそ、少しでも彼が喜びそうなことをしてみたいと思っていたのだ。

「だったら、脱がせたい。見せてくださいよ、そのエッチな下着」

　琴子が自ら彼に借りたシャツを脱ごうとすると、身体の前でクロスした腕を阻まれた。

「俺が脱がしたいです。その前に、想像させて」

　そう言った長谷川が嬉しそうに琴子のシャツに手を入れて探るようにブラのラインを撫でる。脇から胸の谷間に向かって彼がゆっくりと指を滑らせる。

「レースがっつり。色はダーク系。実はシャツから透けてたの気になってたんですよね」

　今度は指だけでなく手のひら全体でレースを撫でるふりをしながら、ブラの上から琴子の胸の先に触れ、親指を使って円を描く。そのいやらしい手つきに胸の先が敏感に反応し立ち上がってきているのが分かる。

　胸を弄んでいた彼の手がゆっくりと下に下り、腹を撫で、そのままスウェットに潜りショーツに触れた。

「こっちもレースだ。それに、ここは紐？　これ解いたらどうなっちゃうんすか？　やっぱ、想像だけじゃもの足りないな。脱がせても？」

　そう訊かれて、琴子は素直に頷いた。

　想像させてと言ったのは長谷川のほうなのに、それを早々に断念した彼にあっという間に下着姿にされてしまった。その心許なさにどうしていいか分からず腕で身体を隠そうとすると、それを長谷川がやんわりと阻止する。

　薄暗い部屋の中なのに、長谷川が食い入るように自分を見ているのが分かる。彼のいやらしい雄の目つきに興奮して、琴子の身体の奥も勝手に熱くなってくる。

「エッロ……」

　長谷川がごくりと唾を飲み、興奮したように呟いた。

「ヤバいな。週明け、職場でも想像しちゃいそうですよ。このまま見ていたい気もしますが、この小さな布がなくなったとこも見たいから惜しいけど取っちゃいますね」

　そう言った長谷川が嬉しそうに微笑んで、琴子の背中に手を回しブラのホックをあっという間に外して、ぷるんと解放された胸に吸い付いた。両胸をやわやわと揉まれながらきゅうと強く吸われ、時々舌で転がされて、軽く歯を立てられる。

　彼の熱い息が掛かり、ねっとりと絡むような舌で先を刺激されているうちに快感が高まって行く。まるで飴玉を転がすように胸の先を愛撫され、舐めてしゃぶられているうちに微かな刺激にも反応してしまうくらい過敏になっていく。

「……ん、胸ばっか、そんなにっ」

「胸だけじゃもどかしい？　じゃあ、下も触りましょうか」

　そう言った彼の手が琴子の下腹部に伸びると、そのまま下着の中へ滑り込んだ。彼の指がすっかり熱を持った琴子の潤みに触れた。

「宮田さん、もしかしてすごい感じてる？　ここ、すでにぬるぬるで溢れてますよ」

　長谷川の指が動くたびに琴子の敏感な部分からくちゅくちゅと湿ったいやらしい水音がする。その卑猥な音だけで自分が酷く濡れているのが分かった。彼の指が琴子の潤みをそっと押すたびに、身体の奥から熱い愛液が溢れて内腿を濡らす。

「あっ、やっ、そんなに弄ったらっ……」

「すごいな。脚まで垂れるほど濡れて、簡単に俺の指を飲み込みましたよ。中熱っついし、ぎゅうって締めてくる。やば、指だけで気持ちいい」

　長谷川がそっと指を引き抜いて、愛液で濡れた指を舌で舐め取った。

　そのまま浅いところを刺激され、敏感に立ち上がったところを指で何度も何度もこすられているうちに、快感が高まって身体が震え出す。

「ね、宮田さん浅いとこ弄られんの好き？　ほら、ココ触るたび腰浮いてきてる」

「……だっ、っあ。やぁん。は、せがわっ……」

「甘い声。気持ちよさそう。ヤバいな、乱れてる宮田さん可愛くて、見てるだけでイきそうだ……」

　そう呟いた長谷川が男の顔をして熱っぽく琴子を見つめる。

　──この子、本気で私を欲しがってる。

　そう感じただけで、身体の奥からまた熱が溢れ出す。とろりと溢れた熱はまるで彼が欲しくて飢えて涎を垂らしているみたいだと思った。

　──身体が、酷く疼く。

　琴子は耐えきれなくなって、熱い息を零しながら、脚を開いて彼を誘った。疼いてひくひくと痙攣した秘部を彼に見せつけるようにして、目で彼が欲しいと訴える。

「長谷川っ……、も、いいからっ。早く中っ……」

「……なんすか、そのエロい誘い方。あなたのそんな顔見てるだけで出そうですよ」

　そう言った長谷川がこれ以上は堪えきれないというように、琴子の腰を引き寄せて、そのままゆっくりと琴子の中に押し入って来た。

「──んっ、あん」

　待ち望んでいたもので身体が満たされるような感覚に身体がぞくぞくと震える。

「宮田さ……、いや。琴子さんっ」

　理性をどこかに置き忘れたみたいにガツガツと腰を振る長谷川を受け止める。若くて、勢いがあって、少し強引で。

　でも、彼の吐く熱い吐息や自分の名前を呼ぶ低い声から気持ちが伝わる。全身で好きだって言ってもらってるみたいな──そういえば、この間彼に抱かれた時も同じだった。こんなにも気持ちが伝わって来るセックスは久しぶりだった。

「んっ、あっ、そこぉ……。そこ、いいっ……長谷川ぁ」

「俺の、気持ちいい？」

「気持ち、いいっ……ああっ。もっと、奥っ」

「こうですか？　それとも、こう？」

「……あっ、分かんな……っ、どっち、もっ、あんっ」

　そもそも、セックスってこういうものだったはずだ。好きで好きで、相手が欲しくて欲しくて、大切にしたくて、そんな気持ちを伝える愛情表現だったはずだ。

　いつの間に、愛を伝えるセックスから遠ざかってしまっていたのだろう。

「琴子さん。奥いっぱい突いてあげます。だから、俺でイって？　琴子さん、イかせたい。気持ちよくしたい」

「あっ、ああん。……も、気持ちいいっ。も、イっちゃ……あ」

「俺もイく……」

　その瞬間、長谷川のものが琴子の中で脈打った。それを受けるように琴子の中で何かが弾けるような感覚があり、一瞬頭が真っ白になる。

　ぐったりと琴子の上に身体を預けた長谷川が、息を切らせながら訊ねた。

「琴子さん……最後のお願い。いい？」

「え……」

「俺と付き合って。俺を好きになって。もう……黙って見てるだけは嫌だ」

　そう言って嬉しいのか切ないのかよく分からない顔で微笑んだ長谷川の顔が、瞼に焼き付いて離れなくなった。
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　夏休みが明けると、再び仕事は忙しくなった。

　お盆休み中に止まっていた仕事が一気に動き出し、あちこちの取引先から電話が絶えず、打ち合わせなどで日々のスケジュールが埋まっていく。

　お盆休みを避けて夏休みを取る家族連れの宿泊客も多く、ホテルの稼働率は落ちず、自分たちの仕事を終えた後に、人が足りない宴会部のヘルプに駆り出されることもあった。

「あー、疲れた……足パンパンだ」

　宴会部のヘルプを終えて事務所に戻ると、事務所にはもう誰もいなかった。フロント裏だけ電気が点いていて、フロントから戻って来たスタッフが琴子に気が付いた。

「あれ、宮田さん。こんな時間まで仕事ですか？」

「ええ。今日は、宴会部のヘルプに駆り出されてたんです。落ち着いたんでようやく解放されました」

「そうだったんですか。お疲れさまです」

「有岡ありおかさんこそ、今夜はナイトですか？」

「ええ。そうなんです。まだまだ夜は長いですよ」

「ですよね」

　そう言って顔を見合わせて笑い合うと、「それじゃあ。頑張ってください」と言って、琴子は帰り支度をして事務所を出た。

　その時、スマホがＳＮＳのメッセージを受信し、内容を確認すると長谷川からだった。

【お疲れさまです。帰宅しました。宮田さん、仕事終わりました？】

「いま、終わったとこ。これから帰る」

　そう小さく声に出して呟きながらメッセージを返信した。

　長谷川とは相変わらずだ。

　彼に付き合って欲しいと言われているうえに、お試し交際という形で親密な付き合いをしているのに、いまだちゃんとした返事が返せずにいる。

　もちろん、長谷川の気持ちは嬉しいし、琴子も正直に言えば満更ではない。

　実際にお試し交際をしてみて分かったことだが、彼と一緒にいるのは楽しいし、何かをするのもワクワクする。

　口の悪さは相変わらずだけど、それは彼なりの愛情表現のようなもので、よく気が付くし、優しいし、セックスの相性もいいし、文句のつけどころがないというのが本音だ。

　ただ、考えてしまうのは──自分がよくても相手にとってどうかということだ。

　長谷川ほどのスペックを持っていれば、なにも琴子のような三十路間近のくたびれた女ではなく、もっと若くて可愛らしい彼に似合いの恋人と結ばれたほうが幸せではないのかと考えてしまう。

　少し卑屈かもしれないと頭では分かっているが、大事な後輩であり、好意があるからこそ、もっと彼にふさわしい女性がいるのではと、いまだ結論を出せずにいる。

「狡いよね、私……」

　早く答えを出さなければと思っているのに、彼の「待ちます」という言葉にいまだに甘え続けてしまっている。

















第五章












「宮田さーん。今日、よかったら社食でお昼いっしょにどうです？」

「あれ、中田さん。今日、お弁当じゃないの？　珍しい」

「昨日、彼氏と喧嘩して。頭来たんで今朝はお弁当放棄ですよ」

　中田には同棲中の彼氏がいるらしいのだが、普段は彼女が彼のぶんと一緒にお弁当を作っていると以前聞いたことがある。

「あらら。そうなの？」

「最近、調子に乗ってるんですよ。お互い働いてるのに、家事全部私に押し付けて来て。同棲したばかりのころはいろいろマメにやってくれたんですよ？　それこそ、料理も作ってくれたし。こんなんじゃ、結婚したらどうなるのかと思って。宮田さんの彼、その辺どうです？」

　話の流れ的に、矛先がこちらに向けられそうな予感はしていたが、琴子はどう答えるべきか考えた。

　正直に以前の彼とは別れたと言いたいところだが、三十路手前という自分の年齢を考えると、別れたということで彼女に気を遣わせてしまいそうで悩んでしまう。

　ここは、相手に気を遣わせないようまだ付き合っている体ていで会話を進めることにした。

「あー……、そうね。わりと……やってくれてるほうかな？」

「えー！　羨ましい！　宮田さんの年上の彼、もう付き合って長かったですよね？　結婚とか考えてます？」

「あ……うん。そ、それなりに？」

　すると、後ろから「へぇえ？　宮田さん、彼氏さんと上手くいってるんですねぇ」と思いきり棘のある声が聞こえてきて、琴子はぎくりとして後ろを振り返った。

　見ると、長谷川が少し不機嫌な表情を浮かべて琴子をじっと見ている。

「あら、長谷川くん、戻ってたの？　お疲れさま。せっかくだし、お昼いっしょする？　ちょうどお昼行こうって話してたとこで」

「あ、いいんですか？　じゃ、遠慮なく」

　そう返事をしながら意味ありげに琴子を見た長谷川と共に、皆で社員食堂へと移動した。

　お昼時の社員食堂は、いつものように混みあっていた。一番混んでいる時間帯だったのか三人揃って座れる席がなく、ちょうど同期の社員に「席探してるなら、ここどうぞ」と声を掛けられた中田がそちらへ移動して行ったため、結局長谷川と昼食を取ることになってしまった。

　本日のメニューは、エビフライ定食。これもうちの社員食堂の人気メニューだ。

　向かいに座った長谷川が、明らかに不機嫌な顔で箸を割りながら訊ねる。

「どうして別れたって言わなかったんですか。見栄？　それとも未練？」

「ばっ……違うわよ！　私の歳で長く付き合った彼氏と別れたって聞いたら、中田さんが気を遣うでしょうよ。むしろ、気遣いよ、気遣い！　それにね、そんな噂広まってみなさいよ。課長に見合いとか勧められて、酷い目に遭うの目に見えてるんだから。誰かいるってことにしといたほうが、都合がいいの。いろいろと」

　琴子が慌てて弁解をすると、長谷川が不機嫌な顔を隠さずに言葉を続けた。

「だったら、彼氏と別れて俺と付き合ってるって言えばいいじゃないすか。俺は構いませんけど」

「いやいや。私が構うし、余計言いづらい！　それに嘘でもきみと付き合ってるなんて言ったらそれこそなに言われるか」

「うち、社内恋愛禁止じゃないっすよ。なにか問題でも？」

「そうは言っても、周りが気を遣うじゃないの！　仕事やりづらいとか思われるの嫌だし。万が一、別れでもしてみなさいよ、地獄よ、地獄！」

　琴子が答えると、長谷川が呆れたように溜息をついた。

「まだＯＫももらってないのに、別れるとか縁起悪いこと言わないでくださいよ」

「──あ、ごめん」

　付き合って欲しいと言われて返事を保留にしている彼に対してさすがにデリカシーがなかったかと反省する。

「ま。気持ちは分からなくもないです。実際、社内公認カップルいますけど、やっぱり多少は気を遣いますしね」

「……でしょう」

「でも、俺は言いたいですよ。もしあなたと付き合えたら、ちゃんと付き合ってるって」

　長谷川が琴子を真っ直ぐ見つめて言った。

「それは──どうして？」

「そりゃあ、他の男にちょっかい掛けられたくないんで」

　長谷川の思わぬ言葉に、琴子はつい吹き出してしまった。

「ないない、それだけは！　私、自分で言ってて悲しくなるくらいモテないもの」

「それは、この二年、宮田さんが『彼氏持ち』って前提だったからでしょ」

　そう言った長谷川が、もりもりとご飯を口に詰め込み、琴子の皿の上のエビフライを強奪していった。

「あー、こら！　それ私の大好物なのに！」

「知ってます」

　ニヤリと笑った長谷川に、琴子は呆れたように笑い返した。

「──で、仕事も一段落したとこですし、週末またウチ来ませんか？」

　依然、長谷川からのアプローチは続いている。

「どこか行きます？　それとも家でまったりします？」

「あ、じゃあ……身体動かすことしたいな。最近、運動不足で」

　琴子が言うと、長谷川が少し考えてから訊ねた。

「宮田さん、球技とかできます？」

「球技？　昔……っていっても学生の頃テニスやってたくらいかな」

「だったら、スカッシュとかどうです？」

「へぇ、スカッシュ！　やったことないけど」

「テニスやってたなら、コツ掴むの早いと思います。結構楽しいですよ」

「やってみたい！　ていうか、長谷川、そういうの誰とやってるの？」

「ツレですよ。スポーツクラブとかアミューズメント施設でもわりと手軽にできるんでたまに汗流しに。予約しておきますよ」

　そう言って嬉しそうに笑った長谷川に「ありがとう」と笑顔を返した。






　週末は予定通り、長谷川がよく利用しているスポーツクラブで汗を流した。

　琴子も学生の頃はスポーツ少女だったため、運動神経は悪いほうではないが、長谷川もやはり運動神経がよかった。

　最初はコツが掴めなくて歯痒い思いをしたが、慣れると身体が自然と動くようになり、二人で楽しい時間を過ごした。

「やー、久しぶりにこんなに身体動かした！」

「宮田さん、意外と運動できるんですね。もっと鈍臭いかと」

「なにそれ。テニスやってたって言ったじゃない」

「いや、見くびってましたね」

　長谷川が感心したように言ったので、琴子はわざとらしくドヤ顔をして見せた。

「これからどうします？　飯……にはちょっと早いけど、どこかで飲んでいきます？」

「んー、そうだなぁ。疲れたから家でゆっくりしたいな。何か買って、家でゆっくり飲もうよ」

　そう言って、二人で買い物をして長谷川の部屋に行き、そこで琴子はなぜかホットプレートでお好み焼きを焼いている。

　帰る途中でスーパーに立ち寄った際に、おいしそうなお好み焼きの総菜を見つけ、せっかくなら焼いて食べたいと言い出した長谷川のリクエストに応えたのだ。

「ほらぁ、長谷川。焦げるよ。どんどん食べて」

　琴子が焼けたお好み焼きをテキパキと切り分けていると、それを見ている長谷川がなぜかニヤついている。

「……なに笑ってるの」

「いや。いいなと思って。宮田さんが俺ん家で飯作ってくれるとか」

「いやいや、そういうのは凝った家庭料理とか出された時に言いなさいよ。これ、材料ぶっこんで焼くだけだから。誰が作ってもそれなりにおいしいから！」

　琴子がそう言って、長谷川の空になった缶ビールを片付けて、冷蔵庫から新しい缶を持って来て手渡すと、彼が一層ニヤついた顔をする。

「つーか。これもう、付き合ってるでしょ？　デートして、一緒に料理して、セックスして」

　長谷川の顔がいつもより赤くて、ニヤついて見える気がするのは、少し酔っているからなのか。

「いや、まだしてないからセックス」

「いや、今日の話じゃなくて。これまで何度もしたでしょ、ちなみに今日もしますから」

「するの？」

「します。めちゃくちゃ抱きます。朝まで抱きます」

　確かに、自分たちのしていることを思い起こしてみれば、逆にこれのどこが付き合っていないんだとすら思う。

　長谷川といると心地いい。背伸びをしなくていいし、肩意地を張らなくてもいい。

　一緒に出掛けるのも、食事をするのも楽しい。いままでこんなふうに気負いせず誰かと付き合ったことがなかった琴子にとって、長谷川との時間は新しい可能性を開くきっかけになっていることは確かだ。

「いいかげん、落ちたら？　俺に。俺といるの、楽しいでしょ？」

「……うん。楽しい」

「だったら」

「長谷川。ごめん、もう少しだけ……時間ちょうだい」

　そう答えた琴子に、長谷川が困ったように笑ったのを見て、胸がぎゅっと苦しくなった。

　そのあとは何事もなかったように食事をして、二人で後片付けをして、たわいない話をしてシャワーを浴びて、ベッドに入った。

　今夜は琴子から長谷川にキスをして誘い、足りない何かを埋めるように激しく求め合うセックスをして、いろんな意味での相性を再度確かめ合った。

　長谷川に抱かれている時、無意識に「好き」と口をつきそうになるのを何度も堪えた。

　もう、気持ちは止められないところまで来ているのに、素直に好きだと言えない理由を、彼の腕の中で考えてみた。

　言葉の重みというのももちろんあるが、琴子の中で引っ掛かっているのは、若い彼に対する責任のようなもの。二十三の男に、三十路目前の女は重荷になってしまうのでは──そう考えると、正直に自分の気持ちを伝えることが、彼の未来を奪うようで少し怖いのだ。






　　　＊＊＊






　九月に入ってすぐ、社内の人事異動があった。主に年度初めの四月に人事異動が行われるのだが、この時期の異動もまれにあり、予想外の異動が多く決まって大きな話題となる。

　今年も洋食レストランで活躍していた女性スタッフがブライダル課に異動になったり、予約課の男性スタッフが宴会課に異動になったりと系統の違う部署への異動が話題を集めた。

　そんな中新しいスタッフも増え、九月の初めから宿泊部予約課に派遣の若い女性スタッフが入社した。笑顔が素敵な可愛らしい女性で、男性スタッフの間では話題になっていたようだ。琴子も何度か挨拶をしたことがあるが、近くでみると本当に可愛らしく、珍しいくらい感じのいい女の子だと思った。






　琴子が宴会課での打ち合わせを終えてロビーを通りかかると、そのロビーの一角で長谷川と派遣として新しく予約課に入ったばかりの佐藤さとうが話をしている姿を目撃した。

　チェックアウトの時間を過ぎ、まだ昼には早い時間帯で、ちょうどロビーにお客様はいなかった。

　長谷川は人当たりがいいため、他部署に親しいスタッフも多く、よくあちこちで声を掛けられている姿を見掛けることがあるが、あまり女性スタッフと親し気にしている姿を見掛けることはなかったので、珍しい組み合わせだと思って気になった。

　ただ話をしているだけだったが、お互い楽しそうに笑い合っていて、遠くから見ているだけでも親密そうに見えた。

　──こうしてみると、若い女の子と並んでるほうが似合ってるなぁ。

　負け惜しみでも、卑下でもなく、純粋にそう思って二人を眺めていたのだが、その視線に気付いた長谷川が、彼女との話を遮ると嬉しそうにこちらに近付いて来た。

「宮田さん、どうしたんすか？」

「べつに。宴会との打ち合わせの戻りよ。長谷川くん、派遣の佐藤さんと親しいの？」

「ああ。親しいというか、大学の時のひとつ後輩で」

「え、そうなんだ？」

「つっても、俺のツレの後輩なんで。顔見知り程度ですけど」

「顔見知り──ね」

　ただの知り合いというだけなのに、相手が若くて可愛らしいというだけで胸が騒めくなんて、いつの間に彼に対する独占欲のようなものが生まれていたのだろう。

　──返事待たせて、曖昧な関係続けてるくせに。本当に自分勝手だ。

　若い子のほうが長谷川に似合ってるんじゃないかと思うくせに、実際にそういった子が近くにいるだけでこんなに醜い気持ちが生まれるなんて。

　長谷川とお試しで付き合うようになってから、自分が自分でないみたいな感覚に陥ることがあって戸惑ってしまう。

「……ダメだ。こんなの、らしくない」

　琴子は、夕方の人気のない社員食堂でコーヒーを飲みながら大きく息を吐いた。

　もともと生活において恋愛に比重を置くタイプではなかったし、仕事に集中しているときは余計なことを考える暇もなかった。

　いままで社内恋愛というものを体験したことがなかったということもあるが、相手が職場にいるということで、仕事とプライベートの線引きがしづらくなるという初めての経験をしている。

　事務所に戻ると、ちょうど電話を受けていた長谷川が琴子に気付いた。

「宮田さん。どこ行ってたんですか。オルビンプロポーションさんの川内かわうちさんラウンジにお見えですけど。今日、十七時の約束でしたよね？」

「──ああ、そうだった！　いま何時？」

「十七時ちょうどです、急いでください」

「ごめん、ありがとう！」

　琴子はデスクの上のタブレットを慌てて手に取ると、事務所を出て慌ててラウンジに向かった。

　打ち合わせの約束の時間をうっかり忘れていたのは、実際には大した問題ではなかった。普段の琴子なら、約束の時間前にお客様をロビーで出迎える。

　今日はお迎えこそできなかったものの、約束の時間に遅れたのはほんの一分程度のことで、先方も特に気にしている様子はなかった。

　ただ、琴子の経験上、今日のようにお客様との約束の時間に遅刻してしまうということは初めてのことだった。

　一時間ほどの打ち合わせを終えた琴子は、事務所に戻って息を吐く。

　午後六時を過ぎていたこともあり、事務所のスタッフはほとんど仕事を終えて帰宅した後だったが、長谷川は残務処理でも残っていたのか、戻って来た琴子に気付くとＰＣを閉じた。

「お疲れさまです。今日は、どうかしたんですか？　宮田さんがお客様との打ち合わせに遅刻なんて珍しい。どこか体調でも？」

「──そうじゃないの。ほんと、うっかりしていて」

「だったらいいですけど。宮田さん、もう帰りますよね。このあと飯でもどうです？」

「あ、うん。今日はいいや。ちょっと疲れてるみたいだから、家でゆっくりする。ごめん、気を遣わせて……」

　長谷川が自分を気遣って食事に誘ってくれたのだという事は分かったが、今夜はそれに甘えてはいけないような気がした。

　プライベートで何が起ころうと、これまで仕事に支障をきたしたことはなかった。

　なのに、最近では長谷川のことで頭をいっぱいにして、どこか仕事にも身が入っていないと感じる。

　──情けない。仕事だけは、ちゃんとしてたはずなのに。

「今日はもう帰るね」

　琴子がそう言って荷物を片手に事務所を出ると、そのあとを長谷川が追い掛けて来た。

「宮田さん、待ってください。どうしたんすか？」

「べつに、どうもしないよ」

「俺があなたを気遣ったらダメですか？　付き合ってるのに？」

「……職場でなに言ってんの。それにまだ『仮』でしょう」

　口に出してからはっとした。長谷川が明らかに傷付いた顔をしているのが分かる。

「ごめん……。今日は一人で帰る。本当、ごめんね！」

　そう言って、琴子は長谷川を振り切って歩き出した。

　──本当、何やってるの。

　若い女の子を相手に嫉妬して、勝手に頭の中を長谷川でいっぱいにして、キャパオーバーになってお客様との約束を忘れるミスをした挙げ句、自分を気遣ってくれた彼に八つ当たりだなんて──。

　こんな醜い自分は嫌だ。






　それからしばらくの間、琴子は何かと理由をつけて長谷川と二人きりで会うことを避けるようになった。

　少し冷静になって自分たちの在り方を考えてみる必要があると思ったからだ。

　結局、自分は長谷川とどうしたいと思っているのか。一人になって考える時間が必要だと思った。でも、どうしても頭に浮かんでくるのは、自分の気持ちを伝えることは、若い長谷川の未来を奪ってしまうことになるのでは、ということだ。

　はじめのうちは長谷川も何事もなかったように琴子を誘ってくれていたが、断る回数が増えるにつれ、その誘いの頻度は激減していった。

　──これで、元どおりだ。

　このままいけば、長谷川ともただの同僚という関係に戻って行くのだろう。

　そんなことを感じ始めた頃、お喋り好きの中田から噂話を小耳に挟んだ。

　長谷川の大学の後輩だといっていた派遣社員の佐藤が、長谷川に好意を持っているらしいという噂だ。その手の噂は出所がどこであれ回るのが早く、実際に琴子も仕事中に二人が楽しそうに会話をしている様子を見掛けている。

　職場ではもちろんいままで通り振る舞っているが、長谷川とプライベートで距離を置くようになってから、琴子もようやく自分自身を取り戻せた気がしている。

　仕事は相変わらず精力的にこなし、ミスをするようなこともなくなった。

「これが私の通常運転なのかもね……」

　この日は少し残業をして、琴子が職場を出たのは午後八時を過ぎていた。

　明日は休みということもあって、久しぶりに飲んで帰ろうと、いつかのお気に入りのバーに立ち寄ろうとしたときのことだった。

　営業部のメンバーと何度か行ったことがあり、琴子もたまに一人で立ち寄ることがある。随分前──琴子が航と別れてすぐの頃、取引先との打ち合わせ帰りの長谷川とばったり鉢合わせをしたバーだ。

　バーのある雑居ビルの前に着いて、エレベーターのボタンを押す。

　やがて降りて来たエレベーターの扉が開いて中にいた人と目が合った瞬間、琴子は思わず固まってしまった。それは、相手も同様だった。

「あ、え？　……宮田さん？　お疲れさまです。こんなところで偶然ですね」

　エレベーターを降りて来たのは例の若くて可愛らしい派遣社員の佐藤で、その彼女と一緒にいたのは長谷川だった。

「……お疲れさま」

「宮田さんも、この上のバー？　よく来られるんですか？」

「ええ。営業部のメンバーでよく来るのよ。二人は？」

「私たちは、仕事帰りにちょっと。長谷川さんに相談があって」

「そうだったのね。あ……それじゃあ、私は一杯やってくから。二人とも気を付けてね。お疲れさま」

　結局、琴子は佐藤と一緒にいた長谷川の顔を見ることが出来ず、彼とは一言も話さないまま、降りて来た二人と入れ替わるようにエレベーターに乗った。

　扉が閉まる瞬間、長谷川と目が合った。

　けれど、琴子はその視線を逸らして扉が閉まったと同時に息を吐いた。

「──ああ、そっか。そういうことなんだ」

　琴子は二人の姿を見て、瞬時に悟ってしまった。

　長谷川は彼女に好意を寄せられているという噂だった。大学の先輩後輩という間柄だと聞いているし、そんな長谷川と佐藤が二人きりで店から出て来たということは──つまり、プライベートな時間に二人きりで会うような仲なのだろうと。

　バーのある三階に着いてエレベーターを降りた琴子は、扉の前で立ち止まってしまった。

「……っ」

　──二人、やっぱりお似合いだったな。若くて、可愛らしくて、爽やかで。

　そう思った瞬間、琴子の目に涙が溢れてきた。

　自分から長谷川と距離を取っておいて、彼の隣に自分ではない女性が立っている姿を目の当たりにして、今更ながら胸が張り裂けそうになっている。

「……バカみたい」

　琴子はそう呟いて唇を噛み締めた。

　結局、嫌なんだ。許せないんだ。長谷川の隣にいるのが自分じゃないことが──。

　自分でその場所を手放そうとしたくせに、いざ、彼が他の女性といたら嫉妬するって、こんなの本当に最低だ。

　その時、ガコンと音がして再びエレベーターの扉が開き、琴子が音に驚いて振り返ると、そこには長谷川が立っていた。

「……え、なんで？」

　琴子が慌てて零れた涙を拭いながら訊ねると、長谷川がエレベーターを降り、少し困ったような顔をして琴子の目の前に立った。

「それはこっちのセリフです。なんで泣いてんすか」

　そう言った長谷川が、琴子の頬に手を添えて、頬を伝った涙を親指の腹で拭う。

「なにして……彼女、佐藤さんは？」

「帰りましたよ。駅まですぐなんで、一人で」

「だ、ダメでしょう？　彼女放ってきたら。女の子一人で帰らせるなんて最低！」

「──は？　同僚と彼女だったら、彼女優先してなにが悪いんすか」

　何を言っているんだと当たり前のように答える長谷川に、琴子は疑問符を返す。

「え？」

「『え？』じゃないですよ。俺はあなたの仮彼氏を降りた覚えはないですし、佐藤さんと同僚以上になった覚えもありませんけど」

「だ……だって、いま二人で」

「ああ。ちょっと彼女の相談ごとに付き合ってただけですよ」

　そう言われて、琴子は何がどういうことなのかわけが分からなくなってしまった。

「相談って……」

「ああ。彼女、俺の仲のいいツレと付き合ってるんです。それで、いろいろと相談を……」

「え？　彼女、長谷川と付き合ってるんじゃ……」

「は？　なに言ってんすか」

　長谷川が呆れたように琴子を見つめ、再び琴子の頬の涙を指で拭った。

「そんなことより、泣いてた理由を教えてくださいよ」

　琴子が答えに困って視線を泳がせると、長谷川が琴子の顎を掴んで彼と目が合う位置に琴子の顔を固定した。

「言うまで帰しませんよ。ここ最近なに考えてたのか知りませんけど、勝手に俺のこと避けて、俺たちの関係なかったことにしようとして。そんなことされて、俺がなんとも思ってないとでも？」

　長谷川の言い分は尤もだ。彼の口調から怒っていることが伝わって来る。

「まぁ、あなたのことだから。なにか考えてるんだろうなとは思ってはいましたけど、言ってくれなきゃ分からないし、理解のしようがない。わけも分からず避けられる側の気持ち、考えたことあります？　しかも、相手は好きな女だ。正直言って、俺のメンタル、ズタボロですよ」

　確かに長谷川の言うとおりだ。自分が好きな相手に同じことをされたら心が折れてしまうだろう。

「……ごめんなさい」

　琴子はいまにも消え入りそうな声で彼に謝った。

「謝ってほしいんじゃないです。どうして泣いてたか聞いてるんですよ」

　長谷川が珍しく苛立った声で言ったことに、思わずびくっとしてしまった。

「ほら、正直に言って」

　長谷川にしては、珍しく有無を言わせないほどの強い口調だった。

　琴子は覚悟を決め、これまで言うのを躊躇ためらっていた本音を漏らした。

「……嫌、だったの。長谷川の隣に、佐藤さんがいるのが嫌だった」

　子どもっぽいって思われてもいい、呆れられてもいい。本当の気持ちを口に出さなければ彼には伝わらない。

「長谷川のこと避けてたくせに、虫が良過ぎるって分かってるけど。どうして他の女の子と二人でいるの？　長谷川は私が好きなんじゃなかったの？　もう、私のことなんてどうでもよくなった？　って……想像したら、勝手に涙が……っ」

　自分でも分かっている。あまりに自分勝手で厚かましい理由だってことくらい。

　でも、彼が彼女と二人きりでいるところを見て、ショックを受けた。長谷川が自分以外の女性の隣にいることが悲しかった。そのことをいま彼に伝えなくちゃダメだということだけは分かる。

「それって──俺のこと好きだって言ってるように聞こえますけど。俺を取られたくなかったってことですよね？」

　長谷川が静かに訊ねた。

　見苦しいと分かっているし、今更だということも重々承知の上で、大きく深呼吸をしてから言葉を続けた。

「……そうよ。好きよ。長谷川のこと、好きになってたの。だから、誰にも取られたくないし、私だけ見てて欲しいって……そう思ってたんだってやっと気付いた」

　恥ずかしいやら情けないやらで、溢れる涙をそのままに声を振り絞るように言うと、長谷川がそっと琴子を抱き寄せてその腕に閉じ込めた。

「──だったら、言ってくださいよ、ちゃんと！　俺だって、宮田さんに拒絶されんのは怖いんですよ。ずっと好きで、やっとチャンス巡って来て、仮の恋人のポジション手に入れたのに、最後の最後で『やっぱり長谷川じゃ無理』って言われるんじゃないかって、いつも怖くて怖くて。この数カ月心臓縮み上がる思いでしたから」

　そう言った長谷川の手が微かに震えていることに気付いてしまった。

「俺は、入社して初めて会ったときから宮田さんが好きでした。いつも一生懸命で、誰かの笑顔のために仕事をすることが好きで、お客様の笑顔のためだったらプライベート投げ売ってまで頑張る。実際、仕事できるし、皆から頼りにされてる。なのに、仕事以外は不器用で、ちょっと抜けてるところもあって。俺、そんな宮田さんが大好きなんですよ。べつに年齢とかどうでもいいし、あなたに何かして欲しいなんて思ってもない。ただ、傍にいていっしょに笑っていられたらそれで──」

　照れくさそうにそう言った長谷川が、琴子を抱き締めたままそっと頭を撫でた。

「言っときますけど、俺が望んでたことなんて最初からたったひとつですよ」

「……ひとつ？」

「『俺を好きになって』──ただ、それだけ」

　そう言ってはにかむように笑った長谷川の顔を見ていたら、胸がぎゅっと締め付けられるように熱くなった。

　そういえば、以前、遊び半分で琴子が長谷川の願いを三つ聞くという罰ゲームをしたことがあった。そのときの長谷川のお願いは、琴子にとって結局罰ゲームにはならなかったが、彼は最後の最後に言ったのだ。

　俺を、好きになって──と。

　あの言葉こそが彼の唯一の願いだったのだと思うと、胸に熱いものが込み上げてくる。

　長谷川を笑顔にしてあげられるのは、身を引くことなんかじゃなく、彼を好きだと伝える──そんな簡単なことでよかったのだ。

　もっと、早く素直になれていたらよかった。もっと早く気持ちを伝えていたらよかった。

「──とっくに好きになってたよ」

　琴子は長谷川から少し身体を離し、今度こそ気持ちが伝わるように彼の目を見つめて言った。

「改めて言うね。私、長谷川のことが好きだよ。だから、自分が長谷川に相応しくないなんて思うのもうやめる。他の誰にも渡したくない」

　こんなふうに思う相手は初めてだった。

　これまでも恋人はいたけど、いつも相手から別れを切り出されていた。もちろん、相手のことは好きだったし、別れたことは悲しかったけれど、なりふり構わず誰にも渡したくないなんて強い独占欲が湧いた相手は、長谷川が初めてだった。

「ねぇ、宮田さん。こんなこと言うと引かれるかもしれないけど……いましたいこと正直に言っていいです？」

　長谷川が声を落として訊ねた。

「……なに」

　琴子が訊ねると、彼が琴子の耳元で甘く囁いた。

「いますぐ、抱きたい──。ここからだと宮田さんのマンションのほうが近いですよね。このまま行っていい？」

「──うん」

　そう返事をしてそのまま手を繋いでエレベーターに乗り込むと、一階に着くまでの間も待てずにエレベーターの中でキスをした。

　琴子も同じ気持ちだった。想いを告げたら、これまで抑えていた想いがどんどん胸の中に溢れて来て、吐き出さずにはいられないような衝動に駆られた。

　通りに出て、ようやく通りがかったタクシーに飛び乗ると、すぐに琴子のマンションへと向かった。

　マンションに着いて、玄関のドアを閉めるなり、どちらからともなくキスをした。

　靴を脱ぐのももどかしく、寝室へ向かうほんの数メートルすら待てないほど、お互いを欲していた。

　貪り合うみたいに口内を侵し、舌を絡ませ合って、溢れる唾液を漏らさないようにお互いの唇を塞ぐ。まるで自分が自分でないみたいにただひたすらに彼を欲しいと思い、長谷川も普段のクールさをどこかに置き忘れて来たみたいに激しく琴子を求めた。

　唇が離れた隙に、「ここじゃ、嫌」と言うと、彼に抱き上げられて寝室まで運ばれた。

　そのままベッドに勢いよく押し倒され、体勢を整える隙も与えられず再び唇を塞がれる。

「……はせがわっ、待っ」

「すいません。いま、待てない。好きです、琴子さん」

　余裕のない長谷川があまりにらしくなくて驚いたものの、これほど情熱的に求められることは嬉しくもあった。

　長谷川と身体を重ねるのは初めてじゃないのに、心臓が弾けてしまうんじゃないかと思うくらい鼓動が速くなっている。

　キスをしながら、長谷川が琴子のブラウスに手を掛けた。もどかしそうにボタンをひとつひとつ外し、器用にブラウスを脱がせると、直接琴子の肌に触れた。

　彼が琴子の首筋に顔をうずめ、唇を押し当てながら手のひらで脇腹を撫でる。

　──長谷川の舌も、手も。触れるとこ全部が熱い。

　彼がブラの上から琴子の胸を包み込み、円を描くように琴子の胸を揉みながら熱い息を零す。その熱い息遣いから彼の興奮が伝わってくる。

「……興奮、してる？」

「してますよ。好きな人に『好き』って言ってもらえたんですよ。嬉しくておかしくなりそうです。今日は、ちょっと加減できないかも……優しくしたいけど、本当はいますぐ琴子さんのことぐちゃぐちゃにしたい……」

　そう言った長谷川が、琴子の背中に腕を差し入れていとも簡単にブラを取り去った。

「ここ、食べていい？」

　そう訊ねておいて、長谷川は返事を待たずに、琴子の両胸をぎゅっと強く掴んでその先端を口に含む。いきなり強く吸われたかと思えば、そっと噛まれ、舌先で転がされる。

　執拗なほどの刺激を受けた胸の先は赤く充血して、じんじんとした痺れを伴い、彼の愛撫を受け入れているうちに微かな刺激にも身体が反応してしまう。

「ああっ……」

　自分でも信じられないほど甘えた声が口の端から漏れ出てしまった。

　長谷川の愛撫はいつだって気持ちいいが、今夜は特別敏感に身体が反応してしまう。どこに触れられても気持ちいいし、どこに触れられても敏感に反応してしまう。

　そこに確かな気持ちがあるだけで、こんなにも感じ方に違いがあるのかと驚いてしまうほどだった。

　──怖いくらい、感じる。

　長谷川が琴子の胸を愛撫しながら、片手で器用に琴子の履いているスカートをたくし上げ臀部に手を伸ばす。下着を指で撫で、臀部の割れ目のほうから足のほうへと手のひらを伸ばし、琴子の敏感な部分に辿り着くと、その熱い秘所をそっと指で押した。

「ん……っ」

「下も、もう濡れてる。まだ胸少し触っただけなのに。こんなに濡れていやらしいなぁ。ここ、熱く蒸れてエッチな匂いしてますね。このまま触っていいです？」

　そう訊ねておいて、また長谷川は琴子の返事を待たずに下着の隙間から指を差し入れて琴子の蜜口に触れる。蜜口はすでに愛液でぐずぐずに潤んでいて、彼の長い指をいとも簡単に飲み込んだ。中を探る指の異物感に身体が微かに震える。

「琴子さんの中、ぬるぬるだ。指動かすたびに蜜が溢れて、脚まで垂れてる。このまま下着も脱いじゃいましょう」

　そう言った長谷川が琴子のショーツを脱がし、そのままスカートまで取り去った。

　彼の指が琴子の中を探るたびに、お腹の奥がじんじんと熱くなる。

「一本じゃ物足りない？　指増やしますね。中熱くて溶けそうだ」

　興奮した長谷川が、指を動かすと部屋の中にぬぷぬぷと湿った音が響き、恥ずかしさでいたたまれなくなる。あまりの恥ずかしさに腕で顔を隠すと、その腕を彼に引き剥がされてしまった。

「ダメですよ、隠しちゃ。その恥ずかしがってる顔を見たいんだから」

　そう言った長谷川がスーツのネクタイを解き、その解いたネクタイで軽く琴子の手首を縛った。

「え、なに、やだっ……」

「だって。琴子さん、顔隠すでしょう。大丈夫、嫌だったらすぐ抜けるから」

　長谷川が嬉しそうに笑って、シャツを脱ぎ、そのまま下も脱いで下着一枚になると、再び琴子の蜜口にゆっくりと指を差し入れて、豊富な潤みを利用して内壁を撫でた。

「あっ……そこ、ダメっ」

「嘘。気持ちいいの間違いでしょう？　今日、一段と敏感ですね」

「そ、そんなこと……な」

「いや、あります。中触った時の表情が違う。もう蕩けそうじゃないですか」

　蕩けそう──確かにそのとおりだった。長谷川の指で触れられているというだけで気持ちいいのに、指だけじゃ足りないと思うほど奥が疼いて堪らない。

　琴子の欲情が彼にも伝わるのか、長谷川も何かを堪えるように苦しそうに息を吐いた。

「もう、よさそうだから俺も挿れて？　琴子さんの中入りたくて限界」

　そう言った長谷川が琴子の脚を割って、潤みに自らの昂りを擦り付ける。長谷川の硬化と息遣いから、これ以上ないほどの興奮が伝わって来る。

　──長谷川が興奮してくれて、嬉しい。

　潤みに重い圧迫感があり、そのまま彼がゆっくりと琴子の内臓を押し上げるように中に挿入ってきた。内壁を押し上げるような、抉るような感覚が苦しいのに、お腹の中が彼で満たされていることに悦びを感じる。

　──ああ、まただ。隙間なく埋め尽くされている感じがする。

　長谷川がゆっくりと腰を動かして中を擦るたびに快感が高まってくる。

「ヤバイな。琴子さんの中、俺に喰らいついてくる。離さないでって言われてるみたいで堪らなく興奮する……っ」

　長谷川の余裕のない表情がなんだか珍しく、彼にこんな顔をさせているのが自分だと思うと身体がゾクゾクと震えた。さっきゆるく縛られた手首のネクタイはいつの間にか解けていた。
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「ちょっと強く奥突いていいですか？」

　そう訊ねた長谷川が琴子の脚を肩に担ぎ上げるようにして、その繋がりを深くすると、ますますお腹の中の圧迫感が高まり、嫌でも自分の中で硬化していく彼の存在を感じる。

「ほら。ここ、奥。琴子さん好きでしょう？」

「な、んかっ、深っ……」

「うん。少し苦しい？　すいません、深く繋がりたくて。誰も触ってない琴子さんの奥まで触れたくて……」

　そう言って琴子の中をみっちりと埋め尽くしておきながら、まだ足りないというように彼の指が浅い敏感な部分に同時に触れる。指で花弁を広げるようにして子房に触れるだけで、身体に痺れが走り、奥から蜜が溢れる。

「……待っ、そこ、ダメ……っ」

「ダメとか言わないでください。一緒にするともっと気持ちいいですよ、きっと。このまま朝までずっと気持ちいいことしましょう。ね？」

「……は、せがわっ。激し……っ。ああ……っ、あ、あああっ」

「すみません。止まんない……や。琴子さん、身体痙攣してきてる。涙目で感じてるの可愛い」

　クールな長谷川が、こんなに興奮した熱っぽい表情で自分を求めて来るのが信じられなかった。これほど興奮して自身を抑えられない様子の彼を見るのは初めてだった。

　彼が琴子を突き上げるたびに、自分でも信じられないほどの甘い声が口から漏れていく。何度も何度も気持ちいいところを突かれて、次第にわけが分からなくなって、途中からは泣いているみたいな声になった。はしたないと頭では思っているのに、漏れ出る声を抑えることができない。

「あ、やぁん、は……ぁっ」

「はは。声、掠れてきてる。エッチな声たくさん出したからですかね」

「も、や……っ。恥ずかし……っ」

「恥ずかしくないですよ。俺でこんなにぐちゃぐちゃに感じてくれてるの嬉しい」

　長谷川がさらに興奮した様子で、身体を密着させて琴子の耳元に熱い息を吹きかける。

　琴子がびくっと身体を震わせると、彼が耳元で囁いた。

「琴子さん、もともと感じやすい？　耳弱いし、胸もすごく敏感だし、アソコなんてすぐ濡れてとろとろになるし、めちゃくちゃやらしいですよね」

「そ、んなこと……っ」

「言われたことない？」

「……ないっ」

　自分で言うのもなんだが、どちらかといえばセックスには淡泊なほうだったと思う。

「こ、こんなに、わけが分からなくなるほど感じたことないっ……」

　琴子が息を切らせながら答えると、長谷川がようやく動きを止め、嬉しそうな顔で訊ねた。

「本当に？　じゃあ、こんな琴子さん知ってるの俺だけ？」

「……知らない」

「知らないってなんですか。自分のことでしょう？　もし、そうなら嬉しいです。俺、ずっと琴子さんが欲しかった。ずっと俺のものになればいいのにって思ってた。だから、いま最高に幸せですよ。あなたに好きって言ってもらえて、舞い上がり過ぎてテンションおかしい自覚あります」

　長谷川が頬を紅潮させて琴子を見つめる。

　顔を見たら分かる。彼がどれほど自分を想ってくれていたのかが。

「……おかしい自覚あるなら、もう少し加減して」

　琴子が釘をさすと、長谷川が困ったように笑いながら、繋がり合った部分に視線を落とした。

「すいません。今夜は無理かも。ほら、視覚的にヤバイ。琴子さんのエッチなココが俺のこと根元まで飲み込んで離してくれない。もっと気持ちよくしてって強請ねだってるみたいに中ヒクヒクさせるから、たぶんまだまだ終われないな」

　そう言ってニヤと笑った長谷川に、琴子は引き攣り顔を返した。

「……私を壊す気？　いや、殺す気？」

「そんなことするわけないじゃないですか。ただ、もっともっとぐずぐずに溶かして、俺なしじゃいられなくなるといいなぁくらいには思ってますけど」

「怖いよ」

「俺の想い、舐めないでください。執着二年の片思いの末にようやく手に入れたんですから」

「そんなに私が好きなの？」

「好きですよ。どれだけ好きか今から身体で教えます？」

「うわ。なにそれ……乙女ゲームのキャラ？」

　琴子が茶化すと、長谷川がむくれた表情を見せた。






「煩うるさいな、もう黙ってくださいよ。せっかくの甘いムード、台無し」






「うん……そうだった。いまは、こっちのほうが大事ね」

　気を取り直してから、琴子のほうから両手で彼の頬をそっと包んで引き寄せるとそのまま唇を塞いだ。長谷川が少し驚いたような顔をしながら、琴子のキスに優しく応える。

　──やっぱり、すごくドキドキする。

　気持ちを言葉にしたら、身体中から彼を好きだという気持ちがとめどなく溢れてくる。

「長谷川……好き」

　なんだろう、この感覚は。好きがどんどん湧き上がって溢れて、伝えずにはいられない。

「大好き……」

　熱い息を零しながら何度も言うと、長谷川が琴子の顔を見つめてなんともいえない表情を浮かべる。

「琴子さん。……ヤバイ、嬉しくて。俺、このまま死ぬのかな」

「もう。なにそれ、縁起でもない」

「嘘です。最高に、幸せです。ずっとこうしてたい」

　そう言った長谷川が再び腰をゆるゆると動かし始めた。ゆっくりと中を擦られると彼の硬さや形までもがより生々しく感じられる。

「……んっ」

「やっぱ、感じやすいな。中ゆっくり擦るのも気持ちいい？」

「うん……気持ちいい。なんでだろう？　長谷川とするのいつも気持ちいいけど……今日は特に感じるの」

「それ、琴子さんが俺を好きって自覚したからじゃ？」

「──そう、なのかな」

「きっと、そうだ」

「ねぇ、長谷川……もっと奥までちょうだい」

　緩く中を擦られているうちに、次第に快感が高まってもどかしくなった琴子が強請ると、長谷川が嬉しそうに微笑んでから最奥を突いた。

「……ああっ」

　──すごい。

　身体が蕩けてしまうってこういうことを言うのかなというくらい、快感を拾うこと以外考えられなくなる。

　繋がり合っているだけで伝わって来る。彼の熱や想いのすべてが。きっと琴子の熱や想いも同じように彼に伝わっているのだろうと思うと少し恥ずかしい気もするが、こうして伝えあうことが大事なんだと今なら分かる。

　長谷川に激しく突かれ、快楽の波に溺れながら琴子は思った。

　もう、この男を手離せない──失うことを恐れずに、ただ自分の気持ちを信じればいいんだと。
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　それから数カ月。

　社内恋愛というものは隠そうとしても周りに気付かれてしまうものらしく、琴子が長谷川と付き合っていることは今では営業部の周知の事実だ。

　琴子としては周りに気を遣わせないために黙っていようと提案し、長谷川も渋々納得はしてくれたのだが、その彼にまるで隠す気がないのだから、バレてしまうのも当然だった。

　今日は年末の仕事納めで、営業部のスタッフ揃っての忘年会が行われた。

　いつもの居酒屋で賑やかに飲んだあと、二次会へ流れるメンバーと帰宅するメンバーを選り分けて送り出すのは、今夜の幹事の琴子の役目だ。

「はい。部長はご自宅でよかったですよね？　タクシー来ましたよ」

「ああ、宮田ちゃん。いつもありがとねぇ」

「部長ったら、今夜はだいぶ飲みましたね？　タクシーまで歩けます？　肩、お貸ししますか？」

「悪いなぁ。ありがとうね」

　部長がゆっくりと立ち上がり、琴子の肩に手を伸ばそうとした瞬間、「俺、代わります」と長谷川が横から現れて、部長に肩を貸しながらタクシーまで送って行った。

　琴子は誰もいなくなった広間をひととおり見渡し、忘れ物などがないかチェックして店員にお礼を言って店を出た。

　琴子がコートを羽織って外に出ると、店の前には家族の迎えを待つ者や近所のカラオケに移動する若いスタッフがたむろしている。

「ほら、カラオケ移動する人はさっさと移動。こんなところで溜まってたらお店の迷惑になるから。フラフラしないで気を付けてね」

　琴子が皆に声を掛けると、中田が「はーい！　みんな移動するよ」と他のスタッフを促してくれた。

「あ、中田さーん。店、いつものとこですか？」

「そう！　宮田さんの名前で予約してあるから、先行ってて。係長たちもしっかり案内してね」

「はぁーい」

　中田は普段から仕事の仕切りもうまいが、こういった場での後輩の仕切りも上手だ。

　明日から年末休みに入るということもあり、中堅社員や管理職組も若者と一緒に二次会に向かうようだ。そうしているうちに、長谷川も部長を見送って戻って来た。

「あ。宮田さんたちは、二次会どうします？」

　中田が琴子と長谷川に訊ねた。

「あ、私はパス。あとは皆で楽しんで。長谷川くんは？　せっかくだし行って来たら？」

「俺もパスします。一次会出れば十分でしょう」

　長谷川が答えると、中田が「ふふふ」と笑いながら、

「じゃあ、ここで。お二人とも、よいお年を。邪魔者はここで退散しますね！」

　と、おどけて先にカラオケに向かった同僚たちの元へ駆け寄って行った。

　二人が付き合っていることが公になってからは、こんなふうに同僚に生温かい扱いをされることも増えたが、皆がとても好意的であるため、社内公認も思ったほど悪くないということに気付いた。

「あ、長谷川。部長のことありがとね」

「ああ、いや。あれくらい。琴子さんが部長に肩貸すとか言うから代わりに」

「え？」

　長谷川の言葉に、琴子は目をぱちくりさせた。

「普通に嫌ですから。琴子さんが俺以外の男に触るの」

「いやいや、触るって……言い方。肩貸すだけじゃん」

　琴子からしたら、随分年の離れた父親のような存在の部長に肩を貸すことくらい、なんてことはないのに、それを長谷川が嫌がることに驚いてしまう。

「お父さんみたいなもんよ？」

「それでも、嫌ですよ」

　過剰な彼の嫉妬に、ふふと笑うと、長谷川が勢いよく琴子の手を取った。

　彼の吐いた息が白く夜の闇に消え、琴子は冷え切った彼の手をそっと握り返した。

「それより。仕事タイムはおしまいなんで、ここからは恋人の時間です」

「そうね。どうする？　どこかで飲み直す？　それとも──」

「琴子さんの部屋でゆっくりしましょう。時間も遅いし、寒いし、大通りまで出てタクシー捕まえますか。どうせ明日から休みなんだし、構いませんよね？」

「うん。いいよ。そうだね……休みの間、なにしよっか？　どこか泊りに行く？　あ、でも、年末年始だし。今からじゃ、もうどこもいっぱいか」

「とりあえず、初詣は行くでしょ。あ、そういえば琴子さん、実家とか帰らないんすか？　ていうか、実家どこ？」

「近いよ、隣町だし。帰って来い……って言われてるから、一日くらい顔出さなきゃなーとは思ってるけど」

「……じゃあ。それ、俺も一緒に行っていいですか」

　そう言われて、琴子は驚いて長谷川を見つめた。

「は？　なんで？」

「せっかくできた彼氏を家族に紹介しなくていいんすか？　琴子さんくらいの歳だと、実家帰ったら言われません？　いろいろと」

「……いやいや、長谷川連れて帰ったほうが、よっぽどいろいろ言われるけど!?」

「いいじゃないすか。それはそれで」

「なに企んでるの？」

「やっと恋人になったんで、ガチガチに外堀埋めて行こうかと。俺、このまま恋人で終わるつもりもないんで、まずは家族の懐柔からかな、と」

　家族の懐柔って──本気か？　と驚いたけれど、営業スキルの高い長谷川なら、きっと琴子の家族の懐柔などチョロいものだろうし、光の速さで琴子の家族に馴染んでしまう姿が想像できてしまった。

「俺、琴子さんと結婚する気でいるんで。まぁ、琴子さんが早いって思うなら多少待ちますけど……。あ、まずは同棲から始めます？」

「だから、そんな急にいろいろ言われても……」

「──ダメですか」

　そう訊かれて、言葉に詰まる。

　彼に好きだと言われて正式に恋人同士になって、すでに十分すぎるくらい幸せな時間をもらっている。なのに、彼がもっと先のことまで見据えていて、彼の思い描く未来に当然のように自分が存在していることが嬉しくて堪らない。

「ダメじゃないよ。普通に、嬉しい。いや、ごめん、正直に言う。すごく嬉しい。ありがとう」

　琴子が言うと、長谷川が「はは」と嬉しそうに笑った。

　そんな長谷川の弾けるような笑顔を見ているだけで、胸の中がじんわりと温かくなって心が幸せで満たされる。

「そうね。じゃあ、一緒に帰る？　うちの家族、容赦ないから質問攻めにされるかもよ？」

「はは。そしたら堂々と言いますよ。琴子さんをくださいって」

「ばかね。そんなことしたら、一生逃げられなくなるから」

「はは。まさに俺の思う壺ですね」

　今すぐでなくても、琴子も夢をみたいと思う。

　自分の手をしっかりと握って離さない目の前の大切な人と、この先、ずっと一緒にいられる未来を──。







－ｅｎｄ－
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